Naito Jushin-in's （Nobeoka Domain, Hyuga Province） Visits to Temples and Shrines in Osaka by 神崎, 直美
日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真
院
の
大
坂
寺
社
参
詣神
崎
直
美
は
じ
め
に
本
稿
は
、
日
向
国
延
岡
藩
主
内
藤
政
順
の
夫
人
で
あ
っ
た
充
真
院
の
寺
社
参
詣
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
充
真
院
は
晩
年
期
に
江
戸
と
延
岡
の
間
を
旅
し
た
際
に
、
多
数
の
寺
社
に
立
寄
り
参
拝
し
た （１
）。
そ
の
中
か
ら
本
稿
で
対
象
と
す
る
寺
社
は
、
充
真
院
が
旅
の
半
ば
で
し
ば
ら
く
内
藤
家
の
大
坂
屋
敷
に
滞
在
し
た
折
に
訪
れ
た
寺
社
で
あ
る
。
こ
の
屋
敷
は
蔵
屋
敷
で
あ
る
（
以
下
、
大
坂
屋
敷
と
記
す
）。
大
坂
の
寺
社
を
参
詣
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
旅
日
記
（
紀
行
文
）
で
あ
る
「
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
」
と
「
海
陸
返
り
咲
こ
と
は
の
手
拍
子
」
に
見
聞
の
様
子
を
し
た
た
め
、
か
つ
挿
絵
も
描
い
て
い
る
。
挿
絵
を
描
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
対
象
に
ひ
と
し
お
深
い
関
心
を
寄
せ
て
い
る
反
映
で
あ
り
、
か
つ
読
み
手
と
し
て
想
定
し
て
い
る
身
近
な
人
々
に
と
り
わ
け
伝
え
た
い
か
ら
で
も
あ
る
。
本
稿
で
は
、
充
真
院
の
人
物
像
を
明
ら
か
に
す
る
研
究
の
一
端
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
寺
社
参
詣
の
様
子
を
検
討
す
る
次
第
で
あ
る
。
訪
問
先
は
い
ず
れ
も
当
時
、
大
坂
の
名
所
と
し
て
著
名
な
寺
社
で
あ
る
。
参
詣
の
様
子
を
旅
日
記
か
ら
再
現
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
行
程
だ
っ
た
の
か
、
境
内
の
ど
こ
に
立
ち
寄
っ
た
の
か
、
ど
の
（37）84
（
城
西
人
文
研
究
第
32巻
）
日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
よ
う
に
参
拝
し
た
の
か
、
特
に
関
心
を
持
っ
た
事
物
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
、
充
真
院
の
寺
社
参
詣
の
実
態
を
見
つ
め
て
み
た
い
。
同
時
に
こ
の
検
討
が
、
当
時
の
大
名
家
の
女
性
の
寺
社
参
詣
と
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
示
す
一
助
に
な
れ
ば
と
思
う
。
（
1）
充
真
院
が
初
め
て
の
旅
で
立
寄
っ
た
数
々
の
寺
社
名
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真
院
の
旅
日
記
か
ら
見
る
関
心
と
人
物
像
「
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
」
を
素
材
と
し
て
（
２
・
完
）」（『
城
西
大
学
経
済
経
営
紀
要
』
第
三
一
巻
、
平
成
二
十
五
年
）
の
五
一
～
四
頁
で
ご
く
簡
単
に
紹
介
し
た
。
な
お
、
以
下
で
右
の
論
文
を
注
記
す
る
際
に
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像
（
２
）」
と
略
記
す
る
。
一
大
坂
屋
敷
と
屋
敷
内
の
御
宮
充
真
院
が
大
坂
の
地
、
お
よ
び
内
藤
家
の
大
坂
屋
敷
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
の
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
人
生
初
の
大
旅
行
の
途
中
で
あ
っ
た
。
当
時
、
充
真
院
は
六
十
四
歳
で
あ
る
。
内
藤
家
の
大
坂
屋
敷
は
堂
島
新
地
五
丁
目
（
現
在
の
福
島
区
福
島
一
丁
目
）
に
あ
る
。
当
時
、
こ
の
屋
敷
地
は
南
を
堂
島
川
、
北
を
蜆
川
に
挟
ま
れ
た
地
の
西
側
に
あ
っ
た
。
西
側
の
う
ち
、
堂
島
川
の
玉
江
橋
と
田
蓑
橋
の
間
、
蜆
川
の
浄
正
橋
と
梅
田
橋
の
間
の
地
に
八
家
の
大
名
の
蔵
屋
敷
が
あ
り
、
そ
の
西
か
ら
三
区
画
目
で
あ
っ
た
。
内
藤
家
の
隣
は
東
が
久
留
米
藩
、
西
は
中
津
藩
の
屋
敷
で
あ
っ
た
。
文
久
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
改
正
増
補
国
宝
大
阪
全
図
」
か
ら
当
該
部
分
を
図
１
と
し
て
示
し
て
お
こ
う （１
）。
大
坂
屋
敷
の
敷
地
は
南
北
に
細
長
く
、
面
積
は
さ
ほ
ど
広
く
な
い
が
、
門
前
ま
で
小
船
を
着
け
る
こ
と
が
で
き
、
蔵
屋
敷
な
ら
で
は
の
便
利
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、
充
真
院
ら
が
東
海
道
を
経
て
大
坂
屋
敷
に
向
か
う
折
に
は
、
伏
見
か
ら
淀
川
水
系
を
船
で
下
り
、
八
軒
家
で
下
船
し
て
、
そ
こ
か
ら
駕
籠
に
乗
り
大
坂
の
町
中
を
通
行
し
て
大
坂
屋
敷
入
り
し
た
。
川
に
挟
ま
れ
た
両
側
に
は
道
も
あ
る
の
で
、
通
行
人
の
目
が
気
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
そ
の
様
子
は
、
「
屋
敷
廻
り
し
う
ら
門
よ
り
外
を
の
そ
き
か
へ
り
し
と
門
の
く
ゝ
り
の
し
る
ら
ぬ
間
、
直
に
通
り
の
人
こ
た

と
来
て
見
と
云
く
ら
ひ
の
物
見
高
さ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
充
真
院
が
屋
敷
の
裏
門
か
ら
外
の
様
子
を
見
よ
う
と
佇
む
と
、
す
ぐ
に
通
行
人
が
充
真
院
を
眺
め
に
集
ま
っ
（38） 83
て
き
た （２
）。
武
家
の
屋
敷
地
で
あ
っ
て
も
、
物
見
高
く
ぶ
し
つ
け
な
大
坂
人
の
視
線
が
あ
る
の
で
、
気
を
抜
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
武
士
が
多
い
江
戸
で
は
庶
民
が
武
士
に
対
す
る
心
得
を
わ
き
ま
え
て
い
る
の
で
こ
の
よ
う
な
事
は
珍
し
く
、
大
坂
人
気
質
に
辟
易
し
た
の
で
あ
る
。
充
真
院
は
大
坂
屋
敷
に
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
四
月
二
十
四
日
に
到
着
し
、
五
月
五
日
に
屋
敷
を
出
発
し
て
延
岡
に
向
か
う
当
家
の
船
に
一
晩
、
船
中
泊
を
し
て
か
ら
六
日
に
大
坂
を
離
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
大
坂
に
旅
の
十
九
日
目
か
ら
三
十
日
目
ま
で
十
二
日
間
も
留
し
、
そ
の
う
ち
大
坂
屋
敷
に
十
泊
し
た
の
で
あ
る
。
全
五
十
五
日
間
の
旅
の
う
ち
、
二
割
は
大
坂
屋
敷
で
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
大
坂
屋
敷
は
江
戸
と
延
岡
の
中
間
地
点
で
あ
り
、
主
た
る
旅
の
方
法
が
陸
路
か
ら
海
路
へ
と
切
り
替
え
る
地
点
が
大
坂
で
あ
る
。
大
坂
屋
敷
は
当
時
六
十
四
歳
の
高
齢
で
あ
っ
た
充
真
院
の
長
旅
の
疲
れ
を
癒
す
為
の
休
憩
所
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
充
真
院
は
大
坂
屋
敷
で
土
産
品
を
整
え
た
り
、
寺
社
参
詣
に
出
か
け
る
な
ど
、
寛
い
だ
時
間
を
過
ご
し
た
。
大
坂
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
充
真
院
が
敷
地
内
の
建
造
物
の
配
置
を
「
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
」
に
略
図
（
図
２
の
下
部
）
で
（39）82
図1 文久3年「改正増補国宝大阪全図」より
南
日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
は
あ
る
が
挿
絵
と
し
た （３
）。
こ
の
図
か
ら
大
坂
屋
敷
の
様
子
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
玄
関
は
役
所
の
側
に
あ
り
、
小
さ
い
部
屋
が
四
間
、
広
い
座
敷
が
一
間
、
風
呂
場
と
厠
ら
し
い
部
屋
が
あ
る
。
広
い
座
敷
は
庭
に
面
し
て
お
り
、
庭
の
両
側
に
は
石
灯
籠
が
多
数
設
置
さ
れ
て
い
た
。
充
真
院
は
道
中
で
も
休
憩
し
た
座
敷
の
間
取
り
図
を
度
々
描
い
て
お
り
、
間
取
り
に
関
心
が
あ
る
こ
と
が
窺
が
え
た
。
そ
し
て
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
大
坂
屋
敷
で
も
間
取
り
図
を
描
い
た
の
で
あ
る
。
図
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
「
先
か
や
う
に
あ
ら
ま
し
見
ゆ
」
と
言
葉
を
添
え
て
い
る （４
）。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
図
は
大
坂
屋
敷
に
到
着
し
た
直
後
に
充
真
院
が
認
識
し
た
屋
敷
内
の
配
置
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
坂
屋
敷
の
敷
地
に
は
、
江
戸
屋
敷
よ
り
も
立
派
な
屋
敷
神
を
祀
る
御
宮
が
設
け
て
あ
っ
た
。
充
真
院
は
四
月
二
十
七
日
に
御
宮
を
見
る
機
会
を
得
た
。
同
じ
敷
地
内
で
は
あ
る
が
、
到
着
後
に
す
ぐ
さ
ま
参
拝
す
る
時
間
が
な
く
、
よ
う
や
く
大
坂
屋
敷
に
到
着
し
て
か
ら
三
日
後
の
二
十
七
日
の
夕
方
に
御
宮
を
初
め
て
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
二
十
七
日
の
様
子
は
、
「
い
ま
た
稲
荷
様
・
生
目
様
・
八
天
狗
様
江
参
り
不
申
、
別
段
に
参
け
い
と
思
へ
と
も
間
合
な
く
い
か
す
居
候
ま
ヽ
、
夕
く
れ
に
成
候
へ
と
も
只
々
御
宮
廻
り
の
や
う
た
い
を
見
に
行
し
也
」
と
あ
る （５
）。
も
っ
と
も
こ
の
時
は
正
式
に
参
拝
す
る
の
で
は
な
く
、
御
宮
の
廻
り
の
様
子
を
簡
単
に
見
た
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
初
め
て
目
に
し
た
時
の
感
想
と
し
て
、「
誠
に

御
り
つ
は
成
御
宮
之
か
ゝ
り
」
と
感
激
を
込
め
て
表
現
し
て
い
る （６
）。
正
式
に
参
拝
し
た
の
は
五
月
一
日
で
あ
る
。
そ
の
折
の
御
宮
に
対
す
る
感
想
は
、
「
作
さ
ま
は
随
分
江
戸
の
神
様
と
申
て
も
は
つ
か
し
く
も
な
き
や
う
に
て
、
よ
き
方
に
よ
り
て
有
と
も （７
）」
と
、
大
坂
屋
敷
の
御
宮
の
様
子
は
江
戸
の
神
様
で
あ
る
と
言
っ
て
も
ひ
け
を
と
ら
ず
良
い
造
り
で
あ
る
と
記
し
て
お
り
、
初
見
の
感
想
と
比
べ
る
と
抑
え
気
味
の
口
調
で
あ
（40） 81日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
図2 大坂屋敷
る
。
充
真
院
の
江
戸
び
い
き
、
お
よ
び
江
戸
の
在
り
様
を
基
準
と
し
て
考
え
た
り
感
じ
た
り
す
る
傾
向 （８
）が
反
映
し
た
感
想
で
あ
り
、
そ
の
点
を
留
意
す
る
と
立
派
な
御
宮
で
あ
っ
た
と
受
け
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
日
の
感
想
と
し
て
充
真
院
は
「
と
ふ
か
江
戸
の
屋
敷
神
々
様
も
、
是
程
に
は
お
よ
ひ
も
無
な
れ
と
も
、
少
し
は
よ
ふ
致
思
度
事
と
思
ひ
つ
ゝ
け
」
と
、
江
戸
屋
敷
の
御
宮
は
内
藤
家
の
大
坂
屋
敷
の
御
宮
の
立
派
さ
に
は
及
ば
な
い
が
、
そ
れ
で
も
少
し
は
良
く
思
い
た
い
と
思
い
続
け
て
い
る
と
、
江
戸
び
い
き
な
心
地
を
再
び
表
し
な
が
ら
も
、
御
宮
の
立
派
さ
を
褒
め
て
い
る （９
）。
さ
ら
に
「
大
坂
に
て
も
屋
敷
の
神
々
様
の
う
ち
に
て
は
一
と
申
事
に
候
」
と
、
内
藤
家
の
大
坂
屋
敷
の
御
宮
は
大
坂
の
屋
敷
神
を
御
祀
り
す
る
御
宮
と
し
て
一
番
す
ば
ら
し
い
と
、
自
画
自
賛
し
て
い
る （
）。
御
宮
に
は
「
屋
敷
な
る
稲
荷
様
・
生
目
様
・
八
天
句 （狗
）様
、
御
同
社
に
て
有
り
し
に
」
と
、
稲
荷
と
お
ん
め
様
（
産
女
霊
神
）
と
八
天
狗
を
一
つ
の
御
堂
に
一
緒
に
祀
っ
て
い
た （
）。
充
真
院
は
こ
の
御
宮
の
配
置
図
も
略
図
（
図
２
の
上
部
）
と
し
て
描
い
た （
）。
描
い
た
日
は
初
見
の
四
月
二
十
七
日
で
あ
る
。
配
置
図
に
よ
る
と
、
御
宮
の
入
り
口
・
拝
殿
の
向
い
・
出
口
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
、
都
合
三
つ
の
鳥
居
が
あ
り
、
御
手
水
の
井
戸
と
そ
の
前
に
は
石
製
の
手
水
鉢
が
設
置
し
て
あ
る
。
拝
殿
は
階
段
を
二
段
上
が
っ
た
所
に
あ
り
、
拝
殿
の
斜
め
向
い
に
額
堂
が
別
棟
と
し
て
建
て
て
あ
っ
た
。
額
堂
に
奉
納
さ
れ
て
い
る
額
も
、
実
に
立
派
で
あ
っ
た
。
「
額
堂
抔
に
も
り
つ
は
成
大
き
や
う
成
か
く
多
有
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
額
堂
に
り
っ
ぱ
な
大
き
な
額
が
沢
山
奉
納
さ
れ
て
い
た
と
い
う （
）。
充
真
院
が
配
置
図
に
省
略
し
て
描
か
な
か
っ
た
も
の
は
多
数
の
石
灯
籠
で
あ
る
。
「
石
と
う
ろ
う
も
多
有
て
」
と
、
石
灯
籠
が
沢
山
あ
っ
た
と
い
う （
）。
お
そ
ら
く
、
石
灯
籠
は
拝
殿
に
向
か
う
鳥
居
の
間
の
参
道
の
両
側
に
配
置
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
右
の
様
に
、
大
坂
屋
敷
の
屋
敷
内
の
略
図
と
御
宮
の
配
置
図
を
描
い
た
の
は
、
充
真
院
に
と
っ
て
初
め
て
滞
在
す
る
こ
と
と
な
っ
た
大
坂
屋
敷
が
、
物
珍
し
く
て
興
味
を
そ
そ
ら
れ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
立
派
な
内
藤
家
の
御
宮
は
、
内
藤
家
お
よ
び
家
中
に
加
え
て
、
近
隣
の
人
々
の
信
仰
の
場
に
も
な
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
昼
夜
を
問
わ
ず
頻
繁
に
参
拝
者
が
到
来
し
て
い
た
。
そ
の
様
子
は
「
朝
夕
夜
も
参
詣
の
人
の
参
る
や
う
子
聞
へ
申
候
」
と
、
朝
か
ら
晩
ま
で
参
拝
者
の
気
配
が
聞
こ
え
る
と
充
真
院
が
記
録
し
て
い
る （
）。
外
部
か
ら
の
参
拝
者
が
増
え
た
の
は
、
「
外
よ
り
も
此
六
・
七
年
は
（41）80 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
多
候
へ
と
も
」
と
、
六
・
七
年
前
か
ら
と
い
う （
）。
「
今
は
門
む
つ
か
し
く
成
候
故
、
参
詣
は
諦
な
か
ら
、
朝
こ
と
に
は
わ
に
口
の
音
哉
、
人
の
足
音
聞
へ
申
候
」
と
、
現
在
は
以
前
の
よ
う
に
は
容
易
に
門
を
通
る
こ
と
を
許
可
し
な
い
が
、
そ
れ
で
も
朝
に
は
御
宮
の
鰐
口
を
鳴
ら
す
音
や
参
拝
す
る
人
の
足
音
が
聞
こ
え
た （
）。
大
坂
で
内
藤
家
は
近
隣
住
民
に
祈
り
の
場
を
、
以
前
よ
り
制
限
し
な
が
ら
も
提
供
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
屋
敷
内
の
御
宮
は
近
隣
の
人
々
か
ら
信
仰
を
寄
せ
ら
れ
、
親
し
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
1）
本
稿
で
図
１
と
し
て
掲
載
し
た
「
改
正
増
補
国
宝
大
阪
全
図
」
は
、
玉
置
豊
次
郎
著
『
大
阪
建
設
史
夜
話
・
大
阪
古
地
図
集
成
』
（
大
阪
都
市
協
会
発
行
、
昭
和
五
十
五
年
）
の
附
図
（
複
製
地
図
）
の
第
十
五
図
で
あ
る
。
な
お
、
内
藤
家
の
大
坂
屋
敷
は
か
つ
て
は
別
の
位
置
に
あ
っ
た
。
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
に
刊
行
さ
れ
た
「
増
脩
改
正
摂
州
大
阪
地
図
全
（
西
半
）」（
右
附
図
、
第
十
一
図
）
に
は
文
久
三
年
と
同
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
寛
延
改
正
（
一
七
四
九
年
頃
）「
摂
州
大
坂
画
図
」（
右
附
図
、
第
七
図
）
や
、
宝
暦
九
年
（
一
七
五
九
）
刊
行
の
「
摂
州
大
坂
画
図
」
（
古
地
図
史
料
出
版
株
式
会
社
の
複
製
）
に
は
、
中
之
島
の
西
側
で
堂
嶋
川
沿
い
の
小
倉
屋
仁
兵
衛
丁
に
位
置
し
て
い
た
。
こ
の
場
所
は
現
在
の
中
之
島
五
丁
目
で
、
文
久
三
年
に
は
津
山
藩
の
屋
敷
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
本
稿
で
古
地
図
を
参
照
し
た
と
記
し
た
場
合
、
こ
の
文
久
三
年
の
古
地
図
の
こ
と
で
あ
る
。
（
2）
「
五
十
三
次
ね
む
り
の
合
の
手
」
は
明
治
大
学
博
物
館
編
『
内
藤
家
文
書
増
補
・
追
加
目
録
８
延
岡
藩
主
夫
人
内
藤
充
真
院
繁
子
道
中
日
記
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
引
用
部
分
は
四
九
頁
で
あ
る
。
以
下
、
本
稿
で
は
右
書
か
ら
引
用
し
た
際
に
は
明
大
翻
刻
本
と
略
記
す
る
。
引
用
に
あ
た
り
、
理
解
し
易
い
よ
う
に
便
宜
的
に
読
点
を
施
し
た
り
、
原
本
を
確
認
し
て
翻
刻
の
表
記
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
説
明
し
た
大
坂
人
気
質
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
2）」
の
三
頁
で
ふ
れ
た
。
（
3）
屋
敷
の
挿
絵
は
明
大
翻
刻
本
の
四
〇
頁
の
下
半
分
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
以
下
の
本
稿
に
掲
載
し
た
挿
絵
は
原
本
か
ら
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
4）
明
大
翻
刻
本
、
四
〇
頁
。
（
5）
明
大
翻
刻
本
、
三
九
頁
。
（
6）
同
右
。
（
7）
明
大
翻
刻
本
、
四
九
頁
。
（
8）
充
真
院
の
判
断
基
準
が
生
ま
れ
育
っ
た
江
戸
の
有
り
方
で
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
２
）」
三
三
頁
、
四
一
頁
、
五
五
頁
な
ど
で
も
ふ
れ
た
。
（
9）
明
大
翻
刻
本
、
四
九
頁
。
（
10）
同
右
。
（
11）
同
右
。
（
12）
御
宮
の
挿
絵
は
明
大
翻
刻
本
の
四
〇
頁
の
上
半
分
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
13）
明
大
翻
刻
本
、
四
九
頁
。
（
14）
同
右
。
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（15）
明
大
翻
刻
本
、
三
九
頁
。
（
16）
明
大
翻
刻
本
、
四
九
頁
。
（
17）
同
右
。
二
高
津
宮
と
安
居
天
神
充
真
院
が
大
坂
に
滞
在
し
た
十
日
間
の
う
ち
、
寺
社
参
詣
の
為
に
外
出
し
た
の
は
二
日
間
で
、
滞
在
五
日
目
の
四
月
二
十
八
日
と
九
日
目
の
五
月
三
日
で
あ
る
。
こ
の
二
日
間
の
う
ち
、
四
月
二
十
八
日
は
早
朝
か
ら
出
か
け
て
一
日
か
け
て
遠
方
ま
で
赴
い
た
参
詣
で
、
訪
れ
た
寺
社
の
数
も
多
く
旅
日
記
に
文
章
と
挿
絵
を
豊
か
に
描
い
て
い
る
。
四
月
二
十
八
日
は
、
大
坂
屋
敷
か
ら
南
に
位
置
す
る
高
津
宮
・
安
居
天
神
・
新
清
水
寺
・
一
心
寺
・
四
天
王
寺
・
住
吉
大
社
な
ど
、
六
ヶ
所
の
寺
社
を
参
詣
し
た （１
）。
こ
の
日
は
一
心
寺
に
隣
接
す
る
茶
臼
山
古
戦
場
跡
も
眺
め
た
。
五
月
三
日
は
大
坂
屋
敷
か
ら
東
に
位
置
す
る
本
願
寺
と
天
満
天
神
（
現
、
大
阪
天
満
宮
）
を
参
詣
し
た
。
五
月
三
日
は
早
め
に
昼
食
を
摂
っ
て
か
ら
出
か
け
て
お
り
、
訪
れ
た
神
社
は
二
ヶ
所
と
少
な
く
、
む
し
ろ
茶
屋
町
の
様
子
を
見
聞
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。
神
社
参
詣
の
記
述
は
極
め
て
簡
略
で
あ
り
、
神
社
に
関
す
る
挿
絵
も
無
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
四
月
二
十
八
日
の
寺
社
参
詣
を
主
た
る
検
討
の
対
象
と
し
た
い
。
な
お
、
こ
の
折
の
同
行
者
の
総
数
は
不
明
で
あ
る
。
具
体
的
に
名
前
が
確
認
で
き
る
の
は
、
孫
娘
の
光
と
奥
付
の
女
性
で
最
高
位
の
老
女
と
思
わ
れ
る
砂
野
、
奥
付
で
あ
る
が
具
体
的
な
地
位
が
不
明
の
初
、
御
里
附
重
役
の
大
泉
市
右
衛
門
明
影
の
四
名
で
あ
る （２
）。
こ
の
他
に
若
干
名
の
身
近
な
者
と
、
駕
籠
や
荷
物
を
運
ぶ
下
働
き
の
者
な
ど
を
従
え
て
出
か
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
四
月
二
十
八
日
に
訪
れ
た
寺
社
名
は
前
述
し
た
が
、
高
津
宮
・
安
居
天
神
・
新
清
水
寺
・
一
心
寺
・
四
天
王
寺
・
住
吉
大
社
の
順
に
参
詣
し
た
。
こ
れ
ら
の
寺
社
の
う
ち
内
藤
家
の
屋
敷
か
ら
最
も
遠
い
住
吉
大
社
は
、
直
線
距
離
で
は
お
よ
そ
九
㎞
、
後
述
す
る
よ
う
な
水
路
と
陸
路
を
経
る
と
お
よ
そ
一
二
㎞
で
あ
る
。
住
吉
大
社
が
屋
敷
か
ら
遠
方
に
位
置
す
る
と
意
識
さ
れ
て
い
る
様
子
は
、
前
日
・
二
十
七
日
に
屋
敷
に
招
い
た
義
太
夫
の
名
人
の
実
演
が
期
待
し
て
い
た
程
に
は
良
く
な
か
っ
た
の
で
、
下
が
ら
せ
る
理
由
と
し
て
「
明
日
は
住
吉
参
詣
取
込
ゆ
へ
と
申
か
へ
し
ぬ
」
と
述
べ
た
様
子
か
ら
窺
が
え
る （３
）。
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当
日
は
幸
い
天
気
も
晴
れ
、
参
詣
に
最
適
で
あ
っ
た
。
丸
一
日
を
か
け
て
十
分
に
参
詣
す
る
予
定
で
あ
り
、
「
朝
早
ふ
お
き
出
仕
度
し
て
、
六
ツ
半
時
供
に
て
大
坂
屋
敷
を
五
ツ
比
に
立
出 （４
）」
と
、
早
朝
に
起
床
し
て
出
か
け
る
用
意
を
し
て
、
午
前
七
時
頃
に
同
行
者
が
集
ま
り
、
八
時
頃
に
屋
敷
を
出
発
し
た
。
経
路
は
水
路
と
陸
路
を
行
く
の
で
、
船
と
駕
籠
を
利
用
し
た
。
ま
ず
、
大
坂
屋
敷
の
門
前
か
ら
紅
梅
舟
と
い
う
船
に
乗
っ
た
。
紅
梅
舟
は
長
さ
が
四
・
五
間
お
よ
そ
七
～
九
ｍ
で
、
船
の
両
側
に
細
い
縁
が
付
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
障
子
を
両
側
に
立
て
、
畳
を
三
畳
分
ほ
ど
敷
い
て
あ
っ
た
。
充
真
院
は
こ
の
船
に
つ
い
て
、
「
江
戸
の
舟
よ
り
手
薄
く
、
何
か
こ
ほ
け
し
船
の
様
に
思
は
れ
」
と
、
江
戸
の
船
の
よ
う
に
頑
丈
で
は
な
く
壊
れ
て
し
ま
い
そ
う
で
あ
る
と
、
そ
の
仕
様
を
江
戸
の
船
と
比
較
し
な
が
ら
感
想
を
述
べ
た
。
充
真
院
は
大
坂
の
船
を
心
細
く
思
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
江
戸
の
様
子
を
判
断
基
準
と
し
て
評
価
す
る
充
真
院
の
特
徴
が
こ
こ
で
も
表
れ
て
い
る
。
船
で
進
ん
だ
川
の
名
前
を
充
真
院
は
具
体
的
に
記
し
て
い
な
い
。
「
此
川
の
上
手
の
方
へ
こ
き
行
」
と
あ
る
の
で
船
は
門
前
か
ら
上
流
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
進
む
と
進
路
は
「
右
へ
入
、
左
り
へ
入
て
」
と
左
右
に
曲
が
り
、
船
か
ら
上
陸
し
た
場
所
は
「
日
本
橋
の
橋
つ
め
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
手
が
か
り
を
基
に
し
な
が
ら
古
地
図
を
参
照
す
る
と
、
具
体
的
な
経
路
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
門
前
か
ら
堂
島
川
を
右
（
南
）
に
中
之
島
を
見
な
が
ら
上
流
（
東
）
へ
進
み
、
難
波
橋
の
下
を
通
過
し
て
、
そ
の
少
し
先
の
葭
屋
橋
を
く
ぐ
り
な
が
ら
右
（
東
）
に
曲
が
り
東
横
堀
に
入
る
。
し
ば
ら
く
南
に
進
む
と
南
本
丁
一
丁
目
を
過
ぎ
た
本
町
曲
が
り
で
掘
割
が
少
し
左
（
東
）
に
撓
む
が
続
け
て
直
進
（
南
）
す
る
と
、
右
（
西
）
に
直
角
に
曲
が
り
道
頓
堀
に
入
る
。
そ
の
す
ぐ
先
が
日
本
橋
の
橋
詰
め
で
、
こ
こ
か
ら
上
陸
し
た
の
で
あ
る
。
日
本
橋
か
ら
は
充
真
院
を
駕
籠
に
乗
せ
、
東
に
位
置
す
る
高
津
宮
を
目
指
し
た
の
で
あ
る
。
船
で
川
を
進
む
際
に
「
橋
多
き
所
と
て
、
右
に
も
左
に
も
い
く
つ
も
橋
有
て
」
と
、
大
坂
の
名
物
で
あ
る
多
数
の
橋
を
目
に
し
、
さ
ら
に
橋
の
下
を
何
度
も
通
過
し
た
。
水
の
都
な
ら
で
は
の
体
験
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
あ
ま
り
多
け
れ
は
覚
へ
す
」
と
、
充
真
院
は
橋
の
名
前
を
聞
い
た
も
の
の
、
そ
の
数
が
あ
ま
り
に
も
沢
山
だ
っ
た
の
で
名
前
を
覚
え
き
れ
な
か
っ
た
。
充
真
院
が
船
で
く
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ぐ
っ
た
橋
を
、
古
地
図
を
参
照
し
て
往
路
で
の
順
に
示
し
て
お
き
た
い
。
堂
島
川
は
田
蓑
橋
・
渡
辺
橋
・
大
江
橋
・
難
波
橋
、
東
横
堀
は
葭
屋
橋
・
今
橋
・
高
麗
橋
・
平
野
橋
・
思
案
橋
・
本
町
橋
・
農
人
橋
・
九
宝
寺
・
安
堂
橋
・
末
吉
橋
・
九
之
助
橋
・
瓦
屋
橋
・
上
大
和
橋
、
道
頓
堀
は
下
大
和
橋
・
日
本
橋
で
、
都
合
十
九
で
あ
る
。一
番
初
め
に
参
詣
し
た
の
は
高
津
宮
で
あ
る
。
高
津
宮
は
古
代
に
お
い
て
浪
速
に
都
を
開
い
た
仁
徳
天
皇
を
主
神
と
す
る
由
緒
あ
る
神
社
で
あ
る （５
）。
上
陸
し
た
日
本
橋
の
橋
詰
か
ら
、
高
津
宮
は
東
に
お
よ
そ
一
二
五
ｍ
の
位
置
に
あ
る
。
充
真
院
は
高
津
宮
に
到
着
す
る
と
、
駕
籠
か
ら
降
り
て
境
内
を
徒
歩
で
め
ぐ
っ
た
。
ま
ず
、
充
真
院
の
当
地
で
の
経
路
を
示
し
て
お
こ
う
。
充
真
院
は
「
山
に
石
段
を
作
り
か
け
て
、
此
様
に
幾
も
き
り

上
る
」
と
記
し
て
お
り
、
ま
ず
、
斜
面
に
築
い
た
階
段
を
昇
っ
た （６
）。
こ
の
階
段
を
充
真
院
は
略
図
（
図
３
）
と
し
て
描
い
て
い
る
。
三
段
に
折
り
返
し
た
階
段
で
あ
る
。
当
時
、
こ
の
よ
う
な
形
状
の
階
段
が
高
津
宮
の
敷
地
の
西
側
に
存
在
し
て
い
た
。
日
本
橋
の
橋
詰
か
ら
高
津
宮
に
向
か
う
と
、
最
短
の
場
所
が
こ
の
西
側
の
階
段
な
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
、
こ
の
階
段
は
三
下
り
半
の
石
段
と
言
わ
れ
、
階
段
が
あ
る
坂
を
縁
切
り
坂
と
称
し
た
と
い
う （７
）。
つ
ま
り
、
当
時
「
西
坂
の
門 （８
）」
と
呼
ば
れ
て
い
た
門
を
く
ぐ
り
、
階
段
を
登
っ
て
境
内
に
入
場
し
た
の
で
あ
る
。
高
津
宮
で
充
真
院
が
興
味
を
示
し
た
も
の
は
、
前
述
し
た
三
つ
折
の
階
段
の
他
に
、
御
製
・
本
殿
・
茶
店
・
茶
店
か
ら
眺
め
た
御
製
に
詠
み
込
ま
れ
た
景
観
で
あ
る
。
充
真
院
に
と
っ
て
高
津
宮
は
、
た
し
な
み
の
一
つ
で
あ
る
和
歌
と
所
縁
の
地
で
あ
る
。
「
此
高
津
の
宮
と
申
奉
る
は
歌
に
も
有
、
高
き
や
に
登
り
て
み
れ
は
の
御
詠
被
遊
候
天
子
様
を
祭
り
し
宮
」
と
、
当
時
、
仁
徳
天
皇
御
製
（
実
は
藤
原
時
平
の
作
）
と
言
わ
れ
て
い
た
短
歌
に
思
い
を
は
せ
て
い
る
。
文
学
に
造
詣
の
深
い
充
真
院
ら
し
く
、
高
津
宮
の
説
明
と
し
て
第
一
に
御
製
に
つ
い
て
ふ
れ
た
の
で
あ
る （９
）。
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図3 高津宮の西側の階段
高
津
宮
の
本
殿
は
、
「
宮
作
り
は
江
戸
と
違
ひ
て
古
代
め
か
し
く
」
と
、
江
戸
で
見
慣
れ
て
い
る
神
社
の
建
物
の
様
子
と
は
異
な
り
古
風
な
雰
囲
気
で
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
建
造
物
を
見
る
折
に
も
、
江
戸
の
仕
様
を
基
準
に
し
て
お
り
、
ま
た
こ
こ
に
も
江
戸
で
生
ま
れ
育
っ
た
充
真
院
の
価
値
感
が
表
れ
て
い
る
。
充
真
院
は
、
「
先
ふ
し
拝
み
、
暑
き
に
て
石
段
に
て
い
き
ゝ
れ
候
ま
ゝ
、
上
江
は
上
ら
て
下
に
て
ふ
し
拝
み
」
と
本
殿
を
目
に
し
て
す
ぐ
さ
ま
そ
の
場
で
伏
し
拝
ん
だ
が
、
暑
さ
の
た
め
に
既
に
先
の
階
段
で
息
が
切
れ
て
い
た
の
で
、
本
殿
に
入
り
正
式
参
拝
す
る
こ
と
は
せ
ず
に
、
外
か
ら
伏
し
拝
む
に
留
め
た （
）。
境
内
の
茶
屋
に
も
立
寄
っ
た
。
「
わ
き
に
少
し
茶
屋
め
き
た
る
所
有
ゆ
へ
、
夫
江
立
寄
」
と
充
真
院
が
記
し
た
茶
屋
は
、
拝
殿
に
向
か
っ
て
す
ぐ
左
手
前
に
あ
り
、
充
真
院
が
境
内
に
入
場
し
た
際
に
登
っ
た
階
段
の
右
側
で
も
あ
る （
）。
茶
屋
及
び
、
茶
屋
の
北
側
は
当
時
、
大
坂
市
中
西
南
を
望
め
る
眺
望
の
地
と
し
て
有
名
な
大
坂
名
所
の
一
つ
で
あ
る
。
北
側
で
は
遠
眼
鏡
を
設
置
し
て
、
遠
く
に
淡
路
島
や
須
磨
・
明
石
・
武
庫
山
な
ど
が
眺
め
ら
れ
参
拝
者
に
と
っ
て
高
津
宮
に
お
け
る
見
所
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
文
人
ら
が
そ
の
景
観
を
眺
め
て
、
俳
諧
や
短
歌
、
漢
詩
に
感
動
を
詠
み
込
ん
だ
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
充
真
院
は
こ
こ
か
ら
の
眺
め
を
先
人
ら
の
よ
う
に
感
激
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
特
技
で
あ
る
短
歌
を
詠
じ
た
様
子
も
見
ら
れ
な
い
。
さ
ら
に
仁
徳
天
皇
御
製
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
短
歌
に
詠
ま
れ
て
い
た
景
色
を
眺
め
た
も
の
の
、
「
御
歌
の
躰
の
や
う
に
向
ふ
見
は
ら
し
け
れ
と
、
昔
に
は
似
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
仁
徳
天
皇
が
見
晴
ら
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
場
所
に
立
っ
て
眺
め
て
み
た
が
、
充
真
院
が
期
待
し
て
確
認
し
た
く
思
っ
て
い
た
御
製
の
描
く
風
景
庶
民
の
家
か
ら
竈
の
煙
が
た
な
び
い
て
い
る
景
色
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
眺
め
た
場
所
に
つ
い
て
、
「
木
立
茂
り
て
左
右
は
よ
く
は
見
は
れ
な
く
」
と
、
当
時
、
茶
店
か
ら
西
側
を
眺
め
る
と
、
そ
の
周
囲
に
木
立
が
生
い
茂
り
展
望
に
妨
げ
が
あ
っ
た （
）。
な
お
、
充
真
院
が
訪
れ
た
時
、
高
津
宮
は
参
拝
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
充
真
院
が
茶
屋
で
休
憩
し
て
い
る
と
「
少
し
居
う
ち
に
茶
や
の
人
立
多
て
、
供
の
者
抔
も
、
と
こ
に
居
哉
と
思
ふ
く
ら
ひ
」
と
、
茶
屋
に
立
寄
る
参
拝
客
が
増
え
て
、
充
真
院
は
御
供
を
見
失
い
そ
う
な
程
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
「
其
を
は
ら
ひ

」
と
多
く
の
参
拝
客
を
人
払
い
し
な
が
ら
境
内
の
外
に
向
か
っ
た
。
高
（46） 75日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
津
宮
を
退
出
す
る
際
、
「
う
ら
坂
よ
り
も
と
る
道
は
、
さ
の
み
石
段
も
な
く
、
な
た
ら
か
に
て
あ
る
き
よ
く
」
と
、
石
段
の
数
が
少
な
く
な
だ
ら
か
な
到
着
時
と
は
別
の
道
を
進
ん
だ
。
実
は
こ
の
道
こ
そ
が
、
境
内
の
南
側
に
位
置
す
る
表
参
道
で
あ
る
。
充
真
院
一
行
は
境
内
の
西
側
か
ら
入
り
、
南
側
か
ら
退
出
し
た
の
で
あ
る
。
充
真
院
は
「
う
ら
坂
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
坂
道
は
表
門
に
続
く
表
参
道
で
あ
り
、
高
津
宮
の
正
面
入
り
口
で
あ
る （
）。
充
真
院
は
高
津
宮
の
西
側
か
ら
境
内
に
入
っ
た
た
め
、
退
出
す
る
際
に
通
っ
た
表
参
道
を
裏
側
と
誤
認
識
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
当
時
の
高
津
宮
の
境
内
で
は
有
名
な
湯
豆
腐
屋
が
営
業
し
て
い
た （
）。
前
述
し
た
茶
店
の
さ
ら
に
南
側
で
、
社
内
の
西
側
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
湯
豆
腐
に
舌
鼓
を
打
ち
、
さ
ら
に
景
色
を
眺
め
る
こ
と
が
参
拝
客
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
充
真
院
は
こ
の
湯
豆
腐
屋
に
つ
い
て
は
、
全
く
ふ
れ
て
い
な
い
。
充
真
院
は
湯
豆
腐
屋
、
お
よ
び
湯
豆
腐
に
関
心
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
庶
民
で
混
雑
す
る
湯
豆
腐
屋
を
わ
ざ
わ
ざ
覗
く
気
に
は
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
高
津
宮
の
表
門
を
出
た
充
真
院
一
行
は
、
次
の
参
拝
地
で
あ
る
安
居
天
神
（
現
在
の
安
居
神
社
）
に
向
け
て
南
に
進
む
。
高
津
宮
か
ら
安
居
天
神
ま
で
の
距
離
は
近
く
四
〇
〇
ｍ
程
で
あ
る
。
高
津
宮
か
ら
安
居
天
神
に
続
く
道
は
、
当
時
、
参
拝
客
で
混
雑
し
て
い
た
。「
見
物
の
人
に
、
う
し
ろ
前
よ
り
こ
た

と
付
て
居
ゆ
へ
、
町
抔
の
や
う
子
も
見
へ
ね
は
、
又
か
こ
に
乗
行
は
」
と
、
充
真
院
は
表
門
を
出
て
し
ば
ら
く
の
間
は
歩
い
て
い
た
が
、
見
物
の
人
々
が
前
後
に
た
く
さ
ん
お
り
、
町
の
様
子
が
見
え
に
く
い
の
で
駕
籠
に
乗
る
こ
と
に
し
た （
）。
こ
の
界
隈
の
当
時
の
賑
わ
い
が
窺
が
わ
れ
る
記
述
で
あ
る
。
大
坂
の
人
々
は
物
見
高
く
、
充
真
院
の
駕
籠
の
中
ま
で
覗
き
こ
み
「
ほ
ん
さ
ん
し
や
」
、
す
な
わ
ち
坊
さ
ん
だ
、
な
ど
と
言
う
の
で
、
充
真
院
は
閉
口
し
な
が
ら
安
居
天
神
に
到
着
し
た
。
安
居
天
神
は
高
津
宮
と
は
対
照
的
に
「
け
い
た
い
は
淋
し
く
」
と
、
充
真
院
が
到
着
し
た
折
に
境
内
は
静
ま
り
か
え
っ
て
い
た （
）。
し
か
し
、
建
造
物
に
つ
い
て
充
真
院
は
「
御
宮
は
随
分
り
つ
は
に
作
、
大
き
く
余
程
古
ひ
」
と
、
り
っ
ぱ
な
大
き
な
社
殿
で
、
建
築
し
て
か
ら
随
分
年
月
を
経
て
い
る
と
見
定
め
た
。
安
居
天
神
は
菅
原
道
真
を
御
祀
り
し
て
お
り
、
天
満
宮
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
菅
原
道
真
が
筑
紫
国
に
左
遷
さ
れ
る
道
中
に
、
こ
の
地
で
休
息
安
居
さ
れ
た
縁
に
よ
り
、
道
真
を
祭
神
と
し
た
と
い
う （
）。
高
津
（47）74 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
宮
に
比
べ
る
と
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
御
宮
で
あ
る
。
学
問
・
文
芸
な
ど
に
心
を
寄
せ
る
充
真
院
に
は
関
心
が
あ
り
そ
う
な
神
社
で
あ
る
が
、
「
又
跡
急
き
し
か
は
、
こ
ゝ
も
内
神
は
上
ら
す
し
て
外
に
て
ふ
し
お
か
み
」
と
、
後
の
参
拝
の
予
定
が
詰
ま
っ
て
お
り
急
ぐ
の
で
、
拝
殿
に
は
あ
が
ら
ず
に
外
か
ら
伏
し
拝
ん
だ
。
高
津
宮
と
安
居
天
神
の
参
詣
は
、
い
ず
れ
も
拝
殿
に
あ
が
る
正
式
参
拝
は
せ
ず
に
、
外
か
ら
拝
む
に
留
め
た
。
外
か
ら
拝
む
と
い
う
簡
略
な
参
拝
に
し
た
の
は
、
「
又
跡
急
き
し
か
は
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
日
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
参
詣
す
る
予
定
地
が
四
ヶ
所
も
控
え
て
お
り
、
過
密
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
た
め
、
一
・
二
番
目
に
立
寄
っ
た
神
社
に
時
間
を
か
け
る
余
裕
が
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
拝
殿
の
外
か
ら
拝
ん
で
い
る
が
、
い
ず
れ
も
伏
し
拝
む
と
い
う
よ
う
に
、
極
め
て
丁
寧
で
礼
を
込
め
た
拝
み
方
で
あ
る
。
充
真
院
の
神
に
対
す
る
敬
虔
さ
が
窺
い
知
れ
よ
う
。
な
お
、
安
居
天
神
は
大
坂
夏
の
陣
で
真
田
幸
村
が
戦
死
し
た
地
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て
充
真
院
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
譜
代
の
立
場
で
あ
り
徳
川
家
か
ら
信
頼
が
厚
い
内
藤
家
の
一
員
、
か
つ
同
じ
く
譜
代
の
井
伊
家
の
出
身
で
あ
る
充
真
院
に
と
っ
て
、
安
居
天
神
が
豊
臣
側
の
武
将
で
あ
る
真
田
幸
村
の
終
焉
の
地
で
あ
る
こ
と
は
、
と
り
た
て
て
注
目
す
る
に
は
あ
た
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
1）
充
真
院
が
文
久
三
年
の
旅
で
参
拝
し
た
寺
社
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
２
）」
の
五
三
頁
で
紹
介
し
た
。
（
2）
こ
の
参
詣
の
同
行
者
で
名
前
が
確
認
で
き
た
者
の
明
大
翻
刻
本
の
当
該
頁
を
示
し
て
お
こ
う
。
光
と
大
泉
市
右
衛
門
は
三
九
頁
、
砂
野
は
四
七
頁
、
初
は
四
四
頁
と
四
七
頁
で
あ
る
。
な
お
こ
の
当
時
、
光
は
十
四
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
内
藤
政
恒
『
内
藤
政
擧
傳
』
（
非
売
品
、
昭
和
五
十
一
年
）
の
四
五
頁
に
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
生
ま
れ
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
わ
か
る
。
大
泉
市
右
衛
門
明
影
に
つ
い
て
は
、
彦
根
城
博
物
館
編
集
『
彦
根
藩
史
料
叢
書
侍
中
由
緒
帳
13』
（
平
成
二
十
四
年
）
の
二
六
七
頁
に
充
真
院
に
仕
え
た
こ
と
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
五
月
十
二
日
に
充
真
院
の
附
人
と
な
り
、
文
政
三
年
三
月
十
二
日
に
充
真
院
が
延
岡
に
転
居
す
る
の
で
御
供
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
市
右
衛
門
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
二
月
二
十
三
日
に
彦
根
住
居
を
命
じ
ら
れ
る
ま
で
充
真
院
に
仕
え
た
の
で
あ
る
。
充
真
院
に
仕
え
た
の
は
、
市
右
衛
門
の
晩
年
期
で
あ
る
。
な
お
、
市
右
衛
門
の
先
代
で
あ
る
養
父
の
市
右
衛
門
敬
介
も
充
真
院
の
附
人
を
勤
め
て
お
り
、
任
命
さ
れ
た
の
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四
三
）
七
月
二
十
一
日
で
あ
る
。
敬
介
が
充
真
院
に
仕
え
た
の
も
晩
年
期
で
あ
る
。
敬
介
に
つ
い
て
は
、
右
同
書
の
二
六
四
頁
に
よ
る
。
な
お
、
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
２
）」
で
光
に
つ
い
て
は
五
～
六
頁
、
砂
野
は
六
頁
、
市
右
衛
門
は
八
～
九
頁
で
そ
の
立
場
な
ど
を
ふ
れ
（48） 73日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
て
い
る
。
市
右
衛
門
の
姓
に
つ
い
て
は
、
内
藤
記
念
館
学
芸
員
の
増
田
豪
氏
よ
り
御
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
（
3）
明
大
翻
刻
本
、
三
八
頁
。
（
4）
明
大
翻
刻
本
、
三
九
頁
。
以
後
、
屋
敷
か
ら
船
で
上
陸
す
る
ま
で
に
つ
い
て
の
引
用
は
、
全
て
同
頁
で
あ
る
。
（
5）
高
津
宮
に
つ
い
て
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
（
柳
原
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
）
の
二
三
八
～
二
五
三
頁
に
記
述
が
あ
る
。
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
は
著
者
暁
鐘
成
が
、
秋
里
籬
島
が
著
述
し
た
『
摂
津
名
所
図
会
』
を
越
え
た
当
地
の
地
誌
を
作
成
し
た
い
と
志
し
、
そ
の
晩
年
で
あ
る
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
以
降
に
著
述
し
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
る
。
幕
末
の
当
地
の
名
所
の
様
子
を
描
い
て
お
り
、
充
真
院
が
大
坂
を
訪
れ
た
文
久
三
年
と
時
期
が
近
い
の
で
、
充
真
院
の
旅
日
記
の
記
述
を
補
足
し
な
が
ら
状
況
を
考
え
る
に
あ
た
り
好
素
材
で
あ
る
。
な
お
、
本
稿
で
充
真
院
が
訪
れ
た
参
詣
地
と
そ
の
見
聞
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
や
秋
里
籬
島
著
『
摂
津
名
所
図
会
』
（
版
本
地
誌
大
系
10、
臨
川
書
店
、
平
成
八
年
）
な
ど
を
参
考
に
し
て
補
足
し
な
が
ら
そ
の
足
跡
を
再
現
し
た
。
（
6）
明
大
翻
刻
本
、
四
一
頁
。
以
下
、
高
津
宮
に
つ
い
て
特
に
注
記
な
き
場
合
は
全
て
四
一
頁
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
挿
絵
も
同
頁
で
あ
る
。
（
7）
現
在
（
平
成
二
十
四
年
当
時
）
、
高
津
宮
が
作
成
し
参
拝
者
に
配
布
し
て
い
る
「
浪
速
高
津
宮
案
内
記
」
と
「
高
津
さ
ん
の
今
昔
」
に
よ
る
。
こ
の
階
段
は
現
在
、
改
修
し
て
二
段
の
折
り
返
し
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
階
段
に
沿
っ
た
西
側
の
道
は
、
江
戸
時
代
に
は
店
が
立
ち
並
び
賑
わ
っ
て
い
た
が
、
現
在
は
す
っ
か
り
宅
地
化
し
て
い
る
。
（
8）
「
西
坂
の
門
」
と
い
う
名
称
に
つ
い
て
は
、『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
の
二
四
四
～
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
社
内
の
図
・
其
三
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
（
9）
明
大
翻
刻
本
、
三
九
頁
、
四
一
頁
。
高
津
宮
所
縁
の
仁
徳
天
皇
御
製
と
充
真
院
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
２
）」
の
四
八
～
九
頁
で
ふ
れ
て
い
る
。
（
10）
明
大
翻
刻
本
、
四
一
頁
。
前
掲
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
２
）」
の
四
九
頁
で
充
真
院
は
石
段
を
登
ら
ず
に
伏
し
拝
ん
だ
と
解
釈
し
た
が
、
現
地
を
訪
れ
て
境
内
を
再
度
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
本
稿
の
解
釈
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
（
11）
茶
店
は
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
二
四
四
頁
・
二
四
七
頁
に
挿
絵
と
し
て
西
側
と
正
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
「
高
津
さ
ん
の
今
昔
」
に
よ
る
と
、
こ
の
茶
店
は
現
在
、
絵
馬
殿
に
な
っ
て
い
る
。
（
12）
明
大
翻
刻
本
、
四
一
頁
。
（
13）
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
二
四
〇
頁
に
「
表
門
鳥
居
」
と
記
し
て
あ
り
、
こ
の
出
入
り
口
が
表
門
な
の
で
あ
る
。
（
14）
湯
豆
腐
屋
に
つ
い
て
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
二
四
八
～
九
頁
に
挿
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
（
15）
明
大
翻
刻
本
、
四
一
頁
。
以
下
、
こ
の
界
隈
に
関
す
る
引
用
は
同
頁
。
（
16）
安
居
天
神
に
関
す
る
充
真
院
の
記
述
は
全
て
明
大
翻
刻
本
の
四
一
頁
で
あ
る
。
（
17）
安
居
天
神
に
つ
い
て
は
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
三
六
四
頁
に
記
載
が
あ
る
。
『
摂
津
名
所
図
会
』
第
一
巻
に
は
境
内
（49）72 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
を
俯
瞰
図
で
描
い
た
挿
絵
と
、
社
内
の
山
で
の
花
見
の
様
子
を
描
い
た
図
も
あ
り
、
当
時
、
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
た
名
所
で
あ
る
様
子
が
窺
が
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
図
は
同
書
の
一
九
二
～
五
頁
、
説
明
文
は
二
〇
七
頁
に
あ
る
。
三
新
清
水
寺
・
一
心
寺
と
そ
の
周
辺
次
に
充
真
院
が
訪
れ
た
の
は
新
清
水
寺
で
あ
る （１
）。
充
真
院
は
当
寺
を
「
清
水
観
音
」
と
記
し
て
い
る
。
正
式
に
は
有
栖
山
新
清
水
寺
（
現
在
は
清
水
寺
）
と
い
い
、
四
天
王
寺
の
支
院
で
あ
る
。
充
真
院
一
行
は
安
居
天
神
か
ら
北
の
方
角
に
田
畑
に
囲
ま
れ
た
道
を
進
む
と
新
清
水
寺
に
到
着
し
た
。
安
居
天
神
か
ら
新
清
水
寺
に
移
動
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
経
路
と
し
て
は
北
の
方
向
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。
高
津
宮
の
参
詣
を
終
え
て
南
下
し
た
際
に
、
安
居
天
神
と
新
清
水
寺
の
距
離
が
五
十
ｍ
に
も
満
た
な
い
近
所
で
あ
る
た
め
、
う
っ
か
り
新
清
水
寺
を
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
、
安
居
天
神
に
先
に
到
着
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
充
真
院
は
新
清
水
寺
で
は
、
本
尊
の
観
音
像
と
境
内
の
賑
わ
い
、
楽
焼
の
観
音
像
と
御
守
御
影
、
滝
に
つ
い
て
記
録
し
て
い
る
。
ま
ず
、
充
真
院
は
「
こ
の
観
世
音
は
京
都
清
水
を
写
し
出
来
し
と
の
事
」
と
観
音
像
の
所
縁
に
ふ
れ
て
い
る
。
観
音
像
と
は
当
寺
の
本
尊
で
あ
る
十
一
面
千
手
観
音
の
こ
と
で
あ
る （２
）。
新
清
水
寺
は
「
参
詣
の
男
女
随
分
有
」
と
参
拝
客
で
賑
わ
い
、
当
時
、
多
く
の
人
々
か
ら
信
仰
を
寄
せ
ら
れ
て
い
た
様
子
を
充
真
院
も
目
の
当
た
り
に
し
た
。
こ
こ
で
の
充
真
院
の
参
拝
に
つ
い
て
は
「
拝
し
て
」
と
極
め
て
簡
単
に
記
し
て
い
る
。
新
清
水
寺
に
は
本
尊
を
模
造
し
た
楽
焼
の
観
音
像
が
複
数
陳
列
し
て
あ
っ
た
。
充
真
院
は
こ
の
模
造
の
観
音
像
が
た
い
へ
ん
気
に
い
っ
た
。
大
坂
屋
敷
に
到
着
す
る
以
前
の
道
中
の
途
中
で
関
の
地
蔵
尊
を
参
拝
し
た
際
に
地
蔵
像
を
入
手
し
た
よ
う
に
、
こ
の
楽
焼
の
観
音
像
を
欲
し
く
思
っ
た
。
そ
こ
で
「
い
た
だ
き
候
事
も
出
来
候
は
ゝ
、
戴
か
へ
ら
ん
と
尋
し
か
は
」
と
、
わ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば
わ
け
て
ほ
し
い
と
、
遠
慮
が
ち
に
御
供
を
通
し
て
寺
側
に
尋
ね
た
。
「
随
分
好
に
候
は
ゝ
戴
も
出
来
候
へ
と
も
、
楽
に
て
直
に
か
け
る
が
承
知
な
ら
お
ろ
し
出
さ
ん
と
い
へ
る
故
」
と
、
充
真
院
が
楽
焼
の
観
音
像
を
と
て
も
気
に
い
っ
た
こ
と
を
御
供
が
寺
側
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
寺
側
は
そ
れ
な
ら
ば
譲
る
が
、
楽
焼
で
頑
丈
で
は
な
い
た
め
直
に
欠
け
る
が
そ
れ
で
も
良
け
れ
ば
譲
（50） 71日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
る
と
い
う
返
答
で
あ
っ
た
。
充
真
院
は
「
損
し
て
は
気
か
ゝ
り
故
、
ま
つ
其
事
は
や
め
」
と
、
模
造
と
は
い
え
貴
い
観
音
像
が
欠
損
す
る
の
は
畏
れ
多
い
の
で
、
わ
け
て
も
ら
う
こ
と
は
取
り
止
め
た
。
そ
の
代
わ
り
に
御
守
御
影
を
入
手
し
た
。
当
寺
の
見
所
で
あ
る
滝
も
見
物
し
た
。
こ
の
滝
を
充
真
院
は
清
水
の
滝
と
記
し
て
い
る
。
現
在
の
玉
出
の
滝
の
こ
と
で
あ
る
。
充
真
院
は
滝
に
つ
い
て
位
置
及
び
様
子
を
詳
し
く
記
録
し
て
い
る
。
境
内
で
の
位
置
に
つ
い
て
は
「
清
水
の
瀧
は
段
の
左
手
ゆ
へ
行
て
み
ん
と
す
」
、
さ
ら
に
「
よ
こ
の
石
段
を
お
り
、
左
り
の
手
に
行
は
、
は
ゞ
せ
ま
き
道
に
て
、
下
は
飛
石
を
わ
た
り
行
は
、
舞
台
よ
り
三
筋
瀧
落
、
流
水
の
末
は
飛
石
の
中
を
な
か
れ
行
、
う
へ
は
木
茂
り
て
玉
垣
ち
ら

と
見
ゆ
る
」
と
し
た
た
め
て
い
る
。
本
堂
の
横
の
狭
い
道
を
進
み
左
手
に
清
水
の
滝
が
あ
り
、
滝
は
見
上
げ
る
舞
台
か
ら
三
筋
流
れ
落
ち
て
い
る
。
充
真
院
は
滝
を
眺
め
る
に
際
し
て
、
下
に
引
き
詰
め
て
あ
る
飛
び
石
の
上
を
歩
い
て
か
ら
眺
め
た
と
い
う
。
滝
の
あ
る
敷
地
の
入
り
口
か
ら
も
滝
は
十
分
に
眺
め
ら
れ
る
が
、
充
真
院
は
敷
地
の
奥
ま
で
行
き
、
滝
を
眺
め
た
の
で
あ
る
。
三
筋
の
滝
の
上
は
木
が
う
っ
そ
う
と
茂
っ
て
お
り
、
玉
垣
は
少
し
見
え
る
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
滝
の
様
子
に
つ
い
て
充
真
院
は
関
心
を
寄
せ
た
の
で
あ
る
。
三
筋
の
滝
は
近
世
末
に
作
ら
れ
た
滝
で
あ
る （３
）。
こ
の
滝
も
当
寺
の
本
尊
と
同
様
に
、
京
都
の
清
水
寺
に
あ
る
滝
を
模
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
充
真
院
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
さ
ら
に
三
筋
の
滝
の
下
に
は
不
動
妙
王
と
両
童
子
の
像
が
鎮
座
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
像
に
つ
い
て
も
記
し
て
い
な
い
。
新
清
水
寺
は
さ
ほ
ど
大
き
な
規
模
の
寺
で
は
な
い
が
、
充
真
院
が
訪
れ
た
折
、
「
ふ
り
袖
着
て
つ
ま
か
ら
け
の
娘
大
せ
い
つ
れ
の
人
な
そ
も
み
ゆ
」
と
、
振
袖
を
着
飾
っ
た
大
勢
の
娘
や
そ
の
同
伴
者
な
ど
参
拝
客
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
充
真
院
は
新
清
水
寺
が
気
に
い
っ
た
ら
し
く
、
そ
の
敷
地
を
挿
絵
（
図
４
）
に
描
い
て
い
る
。
木
々
を
周
囲
に
め
ぐ
ら
し
た
高
台
に
本
堂
が
あ
り
、
そ
の
一
角
か
ら
滝
が
豊
か
に
流
れ
落
ち
、
境
内
を
参
拝
客
ら
が
散
策
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。
現
在
は
失
わ
れ
た
往
時
の
様
子
が
偲
ば
れ
る
貴
重
な
挿
絵
で
あ
る （４
）。
新
清
水
寺
の
参
詣
を
終
え
て
、
充
真
院
一
行
は
裏
門
か
ら
退
出
し
た
。
こ
こ
か
ら
充
真
院
が
駕
籠
に
乗
っ
た
こ
と
は
「
い
ね
ふ
り
お
ほ
へ
す
乍
」
と
い
う
記
載
か
ら
窺
が
わ
れ
る
。
道
の
周
囲
に
田
畑
が
続
く
の
ど
か
な
景
色
の
中
を
駕
籠
で
進
む
と
、
眠
気
を
催
し
（51）70 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
居
眠
り
し
そ
う
に
な
っ
た
。
い
さ
さ
か
疲
れ
も
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
、
紫
蘇
な
ど
が
生
い
茂
っ
て
い
る
様
子
を
目
に
し
て
い
る
。新
清
水
寺
か
ら
は
さ
ら
に
南
に
あ
る
一
心
寺
に
向
か
っ
た
。
既
に
参
拝
し
た
安
居
天
神
の
す
ぐ
南
に
一
心
寺
が
あ
る
。
充
真
院
一
行
は
新
清
水
寺
の
裏
門
か
ら
退
出
し
て
い
る
の
で
、
新
清
水
寺
か
ら
一
心
寺
ま
で
の
距
離
は
五
十
ｍ
程
で
あ
る
。
す
ぐ
近
く
な
の
で
、
充
真
院
は
居
眠
り
を
本
格
的
に
す
る
間
も
な
く
到
着
し
た
は
ず
で
あ
る
。
一
心
寺
に
関
し
て
は
、
充
真
院
に
し
て
は
珍
し
く
具
体
的
な
寺
名
を
記
し
て
い
な
い
。
尤
も
こ
の
寺
に
つ
い
て
「
茶
う
す
山
古
せ
ん
し
や
う
跡
、
今
は
寺
に
成
し
よ
し
」
と
記
し
て
お
り
、
こ
れ
に
相
当
す
る
寺
と
は
一
心
寺
坂
松
山
一
心
寺
高
岳
院
で
あ
る （５
）。
宗
派
は
内
藤
家
の
菩
提
寺
で
あ
る
光
明
寺
と
同
様
に
浄
土
宗
の
寺
院
で
あ
る
。
一
心
寺
に
到
着
す
る
と
「
こ
こ
へ
来
り
門
よ
り
駕
籠
に
お
り
行
に
」
と
、
充
真
院
は
門
で
駕
籠
を
下
り
て
徒
歩
で
境
内
に
入
っ
た
。
こ
の
門
は
当
時
の
正
門
の
こ
と
で
あ
り
、
一
心
寺
の
北
西
に
位
置
す
る （６
）。
一
心
寺
に
到
着
し
た
時
の
様
子
を
充
真
院
は
「
殊
之
外
暑
く
お
ほ
へ
し
ま
ゝ
ま
つ
、
か
た
わ
ら
な
る
小
な
る
堂
の
軒
下
に
、
し
は
ら
く
休
て
向
を
見
れ
は
、
大
き
な
る
松
、
其
枝
ふ
り
殊
の
外
よ
く
枝
た
れ
、
四
方
四
面
に
て
よ
き
松
也
」
と
、
た
い
へ
ん
陽
気
が
暑
か
っ
た
こ
と
、
門
の
側
に
あ
る
小
さ
な
御
堂
の
軒
下
で
暫
く
（52） 69日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
図4 新清水寺
休
憩
し
な
が
ら
、
四
方
に
枝
を
形
良
く
垂
ら
し
た
大
き
な
松
を
眺
め
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
向
こ
う
に
見
え
る
り
っ
ぱ
な
枝
振
り
の
松
と
は
、
書
院
の
庭
に
あ
る
駒
繋
松
の
こ
と
で
あ
ろ
う （７
）。
さ
ら
に
境
内
に
歩
を
進
め
た
充
真
院
は
本
堂
を
目
に
す
る
。
本
堂
で
は
地
面
に
茣
蓙
を
敷
い
て
、
「
本
田
家
の
ま
く
を
張
て
、
僧
共
大
勢
い
経
よ
み
有
し
か
は
」
と
、
本
田
氏
の
法
事
を
行
っ
て
い
た
。
こ
の
本
田
氏
と
は
、
本
多
出
雲
守
忠
朝
の
こ
と
で
あ
る
。
本
多
忠
朝
は
関
ヶ
原
の
戦
い
で
徳
川
側
と
し
て
活
躍
し
、
そ
の
軍
功
に
よ
り
上
総
国
大
喜
多
に
五
万
石
の
所
領
を
宛
が
わ
れ
て
大
名
と
な
っ
た
が
、
後
に
大
坂
の
役
に
出
兵
し
て
茶
臼
山
の
戦
で
戦
死
し
た （８
）。充
真
院
は
一
心
寺
と
本
多
氏
の
所
縁
を
知
ら
な
か
っ
た
模
様
で
、
「
尋
し
所
御
ゆ
い
所
有
故
」
と
こ
こ
で
質
問
し
て
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
実
は
、
本
多
忠
朝
と
内
藤
家
の
藩
祖
で
あ
る
内
藤
政
長
は
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）
九
月
に
安
房
国
の
里
見
忠
義
が
幕
府
か
ら
所
領
を
没
収
さ
れ
た
折
、
共
に
命
を
受
け
て
当
地
に
赴
き
、
城
郭
の
破
却
と
当
地
を
守
護
す
る
任
務
を
果
た
し
た （９
）。
充
真
院
は
内
藤
家
の
か
つ
て
の
当
主
に
思
い
を
は
せ
る
人
物
で
あ
る
が
、
政
長
と
本
多
忠
朝
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ま
で
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る （
）。
充
真
院
は
本
多
氏
、
お
よ
び
共
に
戦
死
し
た
家
臣
ら
の
墓
も
目
に
し
た
。
「
右
の
堂
を
立
出
て
、
右
手
の
向
に
行
は
、
爰
に
て
打
死
な
せ
し
人
々
の
は
か
有
て
」
と
充
真
院
が
記
し
た
の
は
、
一
心
寺
の
本
堂
か
ら
見
て
東
側
に
位
置
す
る
忠
朝
と
そ
の
配
下
の
者
た
ち
の
墓
所
の
こ
と
で
あ
る （
）。
忠
朝
の
墓
石
は
巨
大
な
五
輪
塔
で
あ
る
が
、
形
状
に
関
し
て
充
真
院
は
ふ
れ
て
い
な
い （
）。
一
心
寺
の
隣
に
茶
臼
山
古
戦
場
が
あ
る
。
茶
臼
山
古
戦
場
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
草
木
が
茂
っ
た
小
高
い
山
の
姿
を
見
て
興
味
を
寄
せ
た
も
の
の
、
実
際
に
歩
く
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
「
向
に
小
高
き
山
有
て
、
木
茂
り
草
多
は
へ
て
有
ゆ
へ
、
人
に
う
へ
は
見
は
れ
に
て
も
よ
き
哉
と
尋
し
に
、
何
も
み
へ
す
、
只
昔
の
古
せ
ん
し
や
う
の
跡
計
と
の
事
故
、
お
そ
な
は
り
も
せ
ん
と
、
又
只
々
見
し
計
に
て
、
元
の
所
に
か
へ
り
ぬ
」
と
、
茶
臼
山
の
頂
上
は
見
晴
ら
し
が
良
い
か
と
尋
ね
た
が
、
登
っ
て
も
特
に
何
も
見
る
べ
き
物
は
な
く
、
昔
の
古
戦
場
の
跡
で
あ
る
だ
け
と
の
返
答
な
の
で
、
目
に
す
る
に
留
め
た （
）。
充
真
院
が
こ
の
よ
う
な
質
問
を
し
た
の
は
、
も
し
も
見
晴
ら
し
が
良
け
れ
ば
茶
臼
山
に
登
っ
て
周
囲
を
眺
め
て
み
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
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一
心
寺
参
拝
を
終
え
て
、
充
真
院
一
行
は
昼
休
み
を
す
る
た
め
に
福
屋
を
訪
れ
た
。
福
屋
は
一
心
寺
の
側
に
あ
る
料
理
茶
屋
で
、
宴
席
が
風
流
で
庭
先
の
景
色
が
美
し
く
人
気
が
高
い
有
名
店
で
あ
る （
）。充
真
院
は
福
屋
で
休
憩
し
た
時
の
様
子
を
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
に
詳
し
く
記
録
し
て
、
か
つ
挿
絵
も
描
い
て
お
り
、
福
屋
は
印
象
深
い
店
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
が
わ
れ
る
。
ま
ず
、
到
着
し
た
充
真
院
一
行
は
、
玄
関
で
福
屋
の
赤
前
垂
れ
を
腰
に
巻
い
た
店
の
女
房
ら
し
き
人
物
に
出
迎
え
ら
れ
た
。
建
物
の
間
取
り
に
興
味
が
あ
る
充
真
院
は
、
さ
っ
そ
く
座
敷
を
目
に
し
て
「
其
広
き
事
十
五
畳
計
も
あ
ら
ん
」
と
記
し
て
い
る （
）。
座
敷
に
つ
い
て
は
、
「
座
敷
二
間
有
り
て
、
縁
広
く
、
其
前
に
よ
し
に
て
日
よ
け
し
て
」
と
、
他
の
座
敷
の
存
在
や
、
縁
側
が
広
い
こ
と
、
縁
側
の
前
面
に
は
葦
簀
を
設
置
し
て
日
よ
け
と
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
観
察
し
て
い
る
。
福
屋
の
見
所
と
し
て
有
名
な
庭
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
「
庭
は
あ
ま
り
広
か
ら
す
」
と
極
め
て
そ
っ
け
な
い
。
充
真
院
は
江
戸
の
広
い
大
名
屋
敷
で
生
活
し
て
い
た
の
で
、
福
屋
の
庭
は
広
く
感
じ
な
い
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
庭
の
記
述
は
さ
ら
に
続
き
、
「
山
有
て
、
其
下
に
は
な
れ
や
有
や
う
子
に
て
、
隣
座
敷
も
広
々
思
ふ
や
う
成
屋
根
み
ゆ
る
」
と
、
庭
に
山
が
あ
り
離
れ
も
あ
る
こ
と
、
広
い
座
敷
が
あ
り
そ
う
な
屋
根
が
見
え
る
と
書
き
留
め
て
い
る
。
こ
の
福
屋
の
庭
や
建
物
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
挿
絵
（
図
５
）
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図5 福屋
を
描
い
た
。
挿
絵
に
は
庭
を
取
り
囲
む
建
物
や
、
庭
の
離
れ
と
山
々
、
そ
の
他
に
木
々
や
飛
び
石
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る （
）。
な
お
、
充
真
院
ら
が
休
憩
を
し
て
い
た
隣
の
座
敷
に
、
先
ほ
ど
新
清
水
寺
で
見
か
け
た
娘
た
ち
が
酒
盛
り
を
し
な
が
ら
休
憩
し
て
い
た
。
こ
の
界
隈
の
寺
社
参
詣
の
際
に
福
屋
で
休
憩
を
と
る
の
が
定
番
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
充
真
院
一
行
は
店
の
赤
前
垂
れ
接
待
女
に
四
天
王
寺
を
節
に
読
み
込
ん
だ
大
坂
の
拳
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
赤
前
垂
れ
が
披
露
し
た
大
坂
の
拳
は
、
「
天
王
寺
の
蓮
池
に
か
め
が
こ
う
ほ
す
、
は
せ
た
へ
て
い
ん
と
う
か
ね
こ
ん
と
つ
き
や
ァ
お
と
や
ん
の
し
や
ん
」
と
唄
い
な
が
ら
拳
を
す
る
の
で
あ
っ
た （
）。
ま
さ
に
次
の
参
詣
地
と
し
て
充
真
院
一
行
が
向
か
う
四
天
王
寺
を
詠
み
込
ん
だ
唄
で
あ
り
、
印
象
深
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
充
真
院
側
は
赤
前
垂
れ
た
ち
に
御
礼
と
し
て
江
戸
の
拳
を
披
露
し
た
。
身
分
の
違
い
を
越
え
て
、
一
緒
に
賑
や
か
に
笑
い
合
い
楽
し
ん
だ
の
で
あ
る （
）。
そ
の
後
、
赤
前
垂
れ
が
控
え
て
い
る
部
屋
を
見
せ
て
も
ら
っ
て
か
ら
、
店
の
女
房
ら
し
き
者
と
き
ち
ん
と
し
た
身
繕
い
の
女
性
ら
に
玄
関
で
見
送
り
を
う
け
て
福
屋
を
あ
と
に
し
た
。
（
1）
新
清
水
寺
に
つ
い
て
は
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
三
五
九
～
三
六
〇
頁
や
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
第
一
巻
、
二
五
四
～
六
頁
に
記
載
が
あ
る
。
（
2）
明
大
翻
刻
本
、
四
一
頁
。
以
下
、
新
清
水
寺
に
関
す
る
引
用
は
全
て
同
頁
で
あ
る
。
な
お
、
新
清
水
寺
か
ら
次
の
参
詣
地
に
向
か
う
道
す
が
ら
の
様
子
の
引
用
も
同
頁
で
あ
る
。
（
3）
滝
に
つ
い
て
は
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
の
三
五
九
頁
に
よ
る
と
、
本
堂
の
巽
南
東
に
位
置
し
、
「
近
来
多
力
の
寄
進
に
よ
り
成
就
す
る
所
な
り
」
と
あ
る
。
（
4）
当
時
、
本
堂
が
あ
っ
た
場
所
は
現
在
、
墓
地
に
な
っ
て
い
る
。
滝
の
流
れ
も
現
在
は
さ
さ
や
か
な
水
量
で
あ
る
。
（
5）
明
大
翻
刻
本
、
四
一
頁
。
以
下
、
一
心
寺
に
関
す
る
引
用
は
特
記
な
き
限
り
同
頁
で
あ
る
。
一
心
寺
に
つ
い
て
は
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
三
六
八
～
三
七
四
頁
に
記
載
が
あ
る
。
（
6）
当
時
の
正
門
と
は
現
在
の
北
門
の
こ
と
で
あ
り
、
現
在
、
参
拝
者
は
ほ
と
ん
ど
通
行
し
て
い
な
い
。
現
在
の
正
門
は
敷
地
の
北
東
に
あ
る
。
（
7）
駒
繋
松
に
つ
い
て
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
三
六
八
頁
に
記
述
が
あ
る
。
一
方
、
当
時
の
正
門
か
ら
境
内
に
向
か
う
坂
道
に
生
え
て
い
た
霜
降
り
の
松
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
一
言
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
な
お
、
霜
降
り
の
松
は
、
現
在
上
部
が
無
く
な
り
な
が
ら
も
、
根
元
か
ら
芽
生
え
た
若
木
と
共
に
か
ろ
う
じ
て
残
っ
て
い
る
。
（
8）
本
多
忠
朝
に
つ
い
て
は
、
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
一
巻
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
昭
和
四
十
年
）
二
三
四
～
五
頁
に
詳
し
い
。
徳
川
家
康
に
近
侍
し
、
関
ヶ
原
の
戦
い
で
は
島
津
勢
を
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相
手
に
活
躍
し
た
勇
者
で
あ
る
。
茶
臼
山
の
戦
い
で
奮
戦
し
た
が
戦
死
し
た
。
徳
川
家
康
は
忠
朝
の
兄
で
あ
る
本
多
忠
政
を
本
陣
に
呼
び
寄
せ
て
、
忠
朝
の
死
を
悼
ん
だ
と
い
う
。
（
9）
（
8）と
同
書
、
二
三
五
頁
。
（
10）
充
真
院
が
内
藤
家
の
か
つ
て
の
当
主
に
つ
い
て
心
を
寄
せ
て
い
た
件
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
２
）」
の
五
三
頁
で
ふ
れ
た
。
大
坂
見
物
を
す
る
五
日
前
の
四
月
二
十
三
日
に
政
長
の
父
で
あ
る
家
長
の
墓
を
近
江
国
の
大
練
寺
に
立
ち
寄
り
参
拝
し
て
い
る
。
（
11）
明
大
翻
刻
本
、
四
二
頁
。
（
12）
本
多
氏
と
家
臣
の
墓
に
つ
い
て
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
三
七
〇
～
一
頁
で
「
戦
死
古
墳
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
13）
明
大
翻
刻
本
、
四
二
頁
。
茶
臼
山
に
つ
い
て
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
三
七
四
頁
、
三
七
六
頁
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
14）
福
屋
に
つ
い
て
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
ノ
一
、
三
七
五
頁
に
記
載
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
福
屋
は
一
心
寺
の
北
の
辺
で
、
さ
ら
に
四
天
王
寺
の
石
鳥
居
の
西
に
位
置
す
る
と
説
明
が
あ
る
。
（
15）
明
大
翻
刻
本
、
四
二
頁
。
以
下
、
福
屋
の
引
用
に
つ
い
て
は
特
記
な
き
場
合
は
同
頁
で
あ
る
。
な
お
、
充
真
院
が
間
取
り
に
関
心
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
柴
桂
子
『
近
世
お
ん
な
旅
日
記
』
歴史
文
化
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
三
（吉
川
弘
文
館
、
平
成
七
年
）
九
一
頁
に
指
摘
が
あ
る
。
（
16）
明
大
翻
刻
本
、
四
三
頁
。
福
屋
の
建
物
の
外
観
を
描
い
た
絵
と
し
て
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
第
一
巻
、
一
九
五
頁
の
「
安
井
天
神
山
花
見
」
の
図
に
、
安
居
天
神
社
内
の
山
か
ら
福
屋
が
ま
じ
か
に
見
え
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
福
屋
は
安
居
神
社
に
隣
接
し
た
南
西
に
店
を
構
え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
安
居
天
神
の
山
か
ら
福
屋
の
北
側
を
俯
瞰
図
と
し
て
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
充
真
院
が
描
い
た
福
屋
の
図
は
、
建
物
に
囲
ま
れ
た
庭
の
様
子
で
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
箇
所
で
あ
る
。
充
真
院
の
挿
絵
は
、
当
時
の
福
屋
の
庭
の
様
子
を
知
り
得
る
貴
重
な
一
葉
と
い
え
る
。
（
17）
明
大
翻
刻
本
、
四
三
頁
。
（
18）
充
真
院
一
行
が
赤
前
垂
れ
た
ち
と
賑
や
か
に
楽
し
く
拳
を
披
露
し
あ
っ
て
過
ご
し
た
こ
と
は
、
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
2）」
の
二
七
頁
で
ふ
れ
た
の
で
、
本
稿
で
は
簡
略
に
ふ
れ
る
に
留
め
た
。
四
四
天
王
寺
と
住
吉
大
社
次
に
充
真
院
一
行
が
向
っ
た
の
は
四
天
王
寺
で
あ
る
。
充
真
院
は
当
寺
を
「
天
王
寺
」
と
記
し
て
い
る
。
大
寺
院
で
あ
る
四
天
王
寺
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
文
章
を
多
く
記
し
た
う
え
、
挿
絵
（
図
６
）
を
二
つ
（
場
面
と
し
て
は
三
ヶ
所
）
描
い
て
い
る （１
）。
挿
絵
の
一
つ
は
充
真
院
ら
が
入
場
し
た
門
と
御
堂
や
舞
台
と
池
、
廻
廊
な
ど
の
様
子
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
仁
王
門
と
五
重
塔
や
御
堂
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金
堂
、
さ
ら
に
鐘
楼
堂
と
そ
の
向
い
の
織
殿
が
あ
っ
た
廻
廊
な
ど
で
あ
る
。
素
描
と
は
い
え
、
舞
台
の
周
辺
の
様
子
が
的
確
に
描
か
れ
、
仁
王
門
と
五
重
塔
や
金
堂
が
、
い
わ
ゆ
る
四
天
王
寺
式
伽
藍
配
置
で
一
直
線
に
並
ん
で
い
る
様
子
を
忠
実
に
描
い
た
。
充
真
院
は
「
先
大
門
を
入
て
舞
台
有
と
は
」
と
記
し
て
い
る
の
で
、
一
行
は
四
天
王
寺
の
北
西
に
位
置
す
る
北
門
か
ら
境
内
に
入
っ
た
の
で
あ
る （２
）。
北
門
を
く
ぐ
り
充
真
院
が
第
一
に
関
心
を
寄
せ
た
の
は
、
石
造
り
の
舞
台
石
舞
台
で
あ
る
。
北
門
か
ら
舞
台
ま
で
の
間
に
は
食
堂
や
西
僧
坊
な
ど
寺
院
の
僧
侶
ら
が
生
活
す
る
建
物
が
あ
り
、
舞
台
に
行
く
に
は
こ
こ
を
通
過
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
建
物
に
つ
い
て
充
真
院
は
特
に
ふ
れ
て
い
な
い
。
唯
一
、
北
門
付
近
の
様
子
を
挿
絵
に
描
い
た
際
に
、
御
堂
と
記
し
た
も
の
が
六
時
堂
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
特
に
説
明
し
て
い
な
い
。
充
真
院
は
舞
台
に
つ
い
て
「
三
間
四
方
く
ら
ひ
に
て
、
三
尺
く
ら
ひ
高
き
」
と
そ
の
形
状
を
目
測
し
た
。
舞
台
は
聖
霊
会
な
ど
法
事
の
折
に
法
楽
を
演
じ
る
為
の
設
備
で
あ
る
が
、
充
真
院
は
形
状
に
つ
い
て
だ
け
ふ
れ
て
い
る （３
）。
舞
台
の
両
側
に
は
池
が
あ
り
、
石
造
り
の
玉
垣
と
石
橋
が
あ
っ
た
。
こ
の
池
を
覗
い
た
充
真
院
は
「
鯉
・
鮒
・
亀
抔
居
て
、
く
わ
し
遣
し
候
へ
は
出
て
た
へ
申
候
」
と
、
さ
っ
そ
く
鯉
や
鮒
・
亀
な
ど
に
菓
子
を
与
え
て
楽
し
ん
だ
。
つ
い
先
ほ
ど
福
屋
の
赤
前
垂
れ
が
唄
っ
た
拳
の
歌
詞
「
天
王
寺
の
蓮
池
に
か
め
が
こ
う
ほ
す
…
」
の
亀
で
あ
る
と
、
同
行
者
ら
と
語
り
合
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
次
の
門
を
く
ぐ
る
と
、
「
く
わ
ひ
ろ
う
つ
く
り
、
下
小
石
敷
て
有
」
、
す
な
わ
ち
廻
廊
を
め
ぐ
ら
せ
て
、
そ
の
廻
廊
内
の
地
面
に
は
小
石
を
敷
き
詰
め
て
あ
る
様
子
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。
四
天
王
寺
の
主
要
な
伽
藍
が
続
く
地
点
に
足
を
踏
み
入
れ
た
の
で
あ
る
。
門
を
さ
ら
に
く
ぐ
る
と
御
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堂
金
堂
が
あ
り
、
そ
れ
を
外
か
ら
拝
ん
だ
。
境
内
に
は
様
々
な
御
堂
が
あ
り
、
金
堂
の
す
ぐ
隣
に
は
五
重
塔
が
あ
る
が
、
充
真
院
は
立
ち
寄
ら
ず
、
廻
廊
内
か
ら
出
て
す
ぐ
南
東
に
位
置
す
る
太
子
堂
に
向
か
っ
た
。
太
子
堂
で
は
「
横
之
上
り
段
よ
り
上
り
て
、
御
内
し
ん
に
て
拝
し
」
と
、
建
物
に
あ
が
っ
て
内
陣
で
参
拝
し
た
。
太
子
堂
で
は
珍
し
い
物
を
見
せ
ら
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
退
出
し
よ
う
と
し
た
際
に
、
太
子
堂
の
堂
守
を
勤
め
る
老
人
が
や
っ
て
来
て
、
充
真
院
ら
に
「
何
か
ふ
た
ま
た
に
成
し
古
き
竹
を
持
来
り
て
、
是
は
其
む
か
し
さ
ん
か
ん
征
伐
之
時
の
御
幡
さ
を
の
由
」
と
、
二
股
の
形
状
を
し
た
古
い
竹
を
持
参
し
て
見
せ
、
古
代
の
三
韓
征
伐
の
時
に
旗
竿
に
し
た
竹
で
あ
る
と
説
明
し
た
。
他
の
品
も
見
せ
ら
れ
た
が
、
充
真
院
は
さ
ほ
ど
関
心
を
持
た
な
か
っ
た
ら
し
く
忘
れ
て
い
る
。
こ
の
古
い
竹
の
取
り
扱
い
と
保
存
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
「
江
戸
に
此
様
成
あ
ら
は
、
大
切
に
金
の
袋
に
も
入
候
は
ん
に
、
こ
み
た
ら
け
に
て
あ
り
し
」
と
、
江
戸
な
ら
ば
こ
の
よ
う
な
珍
し
い
品
は
金
金
襴
の
袋
に
入
れ
て
大
切
に
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
当
地
で
は
剥
き
出
し
の
ま
ま
で
ご
み
ま
み
れ
で
あ
る
と
、
感
想
を
漏
ら
し
て
い
る
。
太
子
堂
を
囲
む
廻
廊
の
中
ほ
ど
に
門
が
あ
り
、
猫
と
牡
丹
の
彫
刻
が
施
し
て
あ
る
こ
と
に
、
充
真
院
は
目
を
留
め
た
。
こ
れ
は
廻
廊
の
北
側
に
あ
る
猫
ノ
門
の
こ
と
で
あ
る （
４
）。
「
其
猫
夜
な

ぬ
け
出
と
の
作
物
」
と
猫
の
彫
刻
が
夜
に
な
る
と
抜
け
出
し
て
ど
こ
か
に
行
く
と
い
う
説
明
を
聞
い
て
、
充
真
院
は
書
き
留
め
た
。
猫
と
い
え
ば
、
充
真
院
は
そ
の
生
涯
に
お
い
て
晩
年
期
に
猫
を
飼
っ
て
い
た
。
そ
の
飼
い
猫
が
夜
に
な
る
と
ど
こ
か
に
出
か
け
て
い
く
と
、
自
ら
の
手
に
よ
る
雑
記
「
色
々
見
聞
し
た
る
事
を
笑
ひ
に
書
」
に
記
し
て
い
る （５
）。
猫
好
き
で
あ
る
充
真
院
だ
か
ら
こ
そ
、
四
天
王
寺
の
境
内
を
散
策
し
て
い
る
際
に
猫
の
彫
刻
に
目
が
留
ま
り
、
関
心
を
寄
せ
て
伝
承
を
知
り
特
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
猫
ノ
門
を
見
た
後
、
充
真
院
ら
は
「
向
之
方
へ
行
は
、
さ
つ
と
し
た
る
屋
根
に
て
せ
ひ
其
所
を
行
や
う
に
し
て
、
其
中
に
亀
の
せ
な
か
に
水
ふ
き
出
る
有
」
と
、
猫
ノ
門
か
ら
北
に
位
置
す
る
亀
井
に
移
動
し
た
。
こ
の
亀
は
「
五
六
尺
も
あ
ら
ん
か
の
大
き
さ
」
と
二
ｍ
弱
程
の
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
亀
は
石
造
り
で
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
充
真
院
は
そ
の
旨
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
亀
の
あ
る
水
場
の
様
子
に
つ
い
て
、
「
其
水
の
中
江
心
さ
し
た
る
仏
の
号
名
を
経
木
に
印
て
水
に
て
こ
す
れ
は
、
く
と
く
に
成
と
の
事
に
て
水
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底
に
幾
ま
い
も
し
つ
み
て
有
」
と
充
真
院
は
記
し
て
い
る （６
）。
亀
井
の
傍
ら
に
は
阿
弥
陀
三
尊
像
と
位
牌
が
安
置
し
て
あ
っ
た
。
充
真
院
は
、
亀
井
の
次
に
鐘
楼
を
目
に
し
て
い
る
。
鐘
楼
は
亀
井
か
ら
西
に
位
置
し
て
い
る
。
当
時
、
鐘
楼
に
多
く
の
人
が
登
っ
て
い
た
様
子
を
眺
め
て
い
る
。
鐘
楼
よ
り
も
充
真
院
が
関
心
を
寄
せ
た
の
は
織
殿
で
あ
る
。
織
殿
の
位
置
に
つ
い
て
、
「
其
向
に
有
廻
廊
の
中
程
に
織
殿
有
て
錦
を
た
ら
す
」
と
、
鐘
楼
の
向
い
の
廻
廊
の
中
程
に
あ
る
と
充
真
院
は
記
し
て
い
る
。
織
殿
に
つ
い
て
は
挿
絵
に
も
鐘
楼
の
向
か
い
の
廻
廊
に
位
置
す
る
様
子
を
描
き
、
挿
絵
の
説
明
文
と
し
て
「
廻
廊
之
内
に
織
殿
有
て
、
か
ね
つ
き
堂
の
向
也
」
と
重
ね
て
説
明
し
て
い
る
。
充
真
院
は
織
殿
が
と
り
わ
け
気
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
充
真
院
は
織
殿
の
内
部
を
見
物
し
た
く
思
い
、
御
付
に
交
渉
し
て
も
ら
っ
た
と
こ
ろ
、
「
織
り
よ
し
見
候
様
と
の
事
、
う
れ
し
う
て
」
と
、
織
殿
を
見
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
て
喜
ん
だ
。
う
れ
し
い
と
自
分
の
気
持
ち
を
率
直
に
表
現
し
て
お
り
、
喜
び
が
ひ
と
し
お
大
き
か
っ
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
し
か
し
「
行
し
所
、
二
階
に
て
織
居
由
」
と
、
廻
廊
の
入
り
口
に
行
く
と
織
殿
は
二
階
に
あ
っ
た
。
充
真
院
は
「
兼
之
目
故
、
上
り
お
り
む
つ
か
し
く
」
と
、
日
頃
か
ら
視
力
に
支
障
が
あ
り
階
段
の
上
り
下
り
に
自
信
が
無
い
為
、
織
殿
に
登
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
「
お
光
を
初
遣
し
、
下
に
こ
し
か
け
持 （待
）候
う
ち
」
と
、
同
行
し
て
い
た
孫
娘
の
お
光
に
御
付
の
初
を
伴
わ
せ
て
二
階
の
織
殿
に
登
ら
せ
、
充
真
院
は
階
下
で
腰
掛
け
て
待
っ
た
。
そ
の
後
、
先
方
か
ら
「
織
し
錦
を
い
ろ

見
せ
整
候
て
も
よ
く
と
の
事
ゆ
へ
、
五
つ
、
六
つ
持
か
へ
り
ぬ
」
と
、
織
殿
で
織
っ
た
錦
を
階
下
で
待
つ
充
真
院
の
所
に
運
ん
で
見
せ
て
、
気
に
い
っ
た
品
を
譲
る
と
申
し
出
が
あ
り
、
そ
の
好
意
を
受
け
て
五
、
六
点
を
入
手
し
た
。
以
上
が
、
充
真
院
が
特
記
し
た
四
天
王
寺
内
の
事
物
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
、
「
所
々
に
御
堂
有
れ
と
も
、
其
節
々
に
し
る
さ
ゝ
れ
は
忘
れ
ぬ
」
と
、
あ
ち
こ
ち
に
建
造
物
が
あ
っ
た
も
の
の
、
見
学
中
に
記
録
し
な
か
っ
た
の
で
忘
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
充
真
院
が
興
味
を
寄
せ
て
特
記
し
た
事
物
を
振
り
返
る
と
、
四
天
王
寺
式
伽
藍
配
置
の
建
造
物
の
挿
絵
は
描
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
説
明
や
感
想
は
無
く
、
寺
内
の
各
所
に
配
さ
れ
た
荘
厳
な
寺
院
建
築
や
仏
像
に
関
す
る
記
述
も
無
か
っ
た
。
む
し
ろ
そ
れ
以
外
の
舞
台
や
池
の
鯉
や
亀
、
猫
の
彫
刻
、
大
き
な
石
造
り
の
亀
が
あ
る
亀
井
、
織
殿
や
錦
な
ど
、
信
仰
そ
の
も
の
で
は
な
（59）62 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
く
そ
れ
ら
に
付
随
す
る
事
物
に
関
心
が
向
い
て
い
た
。
唯
一
、
太
子
堂
の
内
陣
で
参
拝
し
た
が
、
全
体
と
し
て
は
珍
し
い
事
物
を
見
聞
す
る
こ
と
に
興
味
が
傾
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
四
天
王
寺
の
次
に
、
本
日
最
後
の
参
拝
地
で
あ
る
住
吉
大
社
に
向
か
っ
た
。
こ
の
日
の
こ
れ
ま
で
の
参
拝
地
は
い
ず
れ
も
近
隣
に
位
置
し
て
い
た
が
、
住
吉
大
社
は
唯
一
離
れ
た
地
に
あ
る
。
四
天
王
寺
か
ら
一
、
六
㎞
程
の
距
離
を
南
に
進
む
が
、
そ
の
間
の
様
子
に
つ
い
て
充
真
院
は
一
言
も
ふ
れ
て
お
ら
ず
、
住
吉
大
社
の
門
前
に
駕
籠
で
到
着
し
て
か
ら
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
住
吉
大
社
の
門
前
で
遅
れ
て
い
る
同
行
者
が
到
着
す
る
の
を
待
っ
て
か
ら
、
御
門
か
ら
境
内
に
入
っ
た
。
充
真
院
は
具
体
的
に
記
し
て
い
な
い
が
、
北
西
に
灯
籠
が
林
立
す
る
道
が
あ
り
、
手
水
舎
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
を
通
り
手
水
舎
で
お
清
め
を
し
て
か
ら
、
中
ノ
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
そ
の
後
ろ
に
あ
る
門
か
ら
境
内
に
入
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る （７
）。
住
吉
大
社
に
つ
い
て
「
住
吉
様
は
四
社
有
由
に
て
、
ま
つ
本
社
へ
行
」
と
、
充
真
院
は
四
社
か
ら
な
る
社
の
う
ち
、
ま
ず
境
内
の
奥
に
あ
る
本
社
、
す
な
わ
ち
一
ノ
神
殿
に
詣
で
た
。
充
真
院
は
本
社
の
内
に
上
り
、
正
式
参
拝
を
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
本
社
の
外
観
と
内
部
の
様
子
を
、
充
真
院
は
文
章
や
挿
絵
（
図
７
）
で
説
明
し
て
い
る （８
）。
充
真
院
は
そ
の
大
き
さ
を
「
三
間
計
も
あ
ら
ん
か
」
と
目
測
し
、
内
部
の
仕
様
に
つ
い
て
「
な
み
の
御
宮
と
は
ち
か
ひ
て
惣
板
は
り
に
て
む
な
き
有
て
白
木
作
、
上
へ
上
り
は
直
に
板
敷
、
奥
の
い
ん
は
向
戸
帳
、
両
側
に
あ
ま
（
天
）
犬
た
し
か
向
合
有
と
お
ほ
ゆ
」
と
、
内
部
が
全
て
板
張
り
で
あ
る
こ
と
や
棟
木
が
白
木
造
り
で
あ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
実
際
に
神
殿
の
内
に
上
が
っ
た
か
ら
こ
そ
知
り
得
た
見
聞
を
記
し
て
い
る
。
挿
絵
に
は
、
拝
む
場
所
を
示
し
て
畳
が
敷
い
て
あ
る
こ
と
を
注
記
し
た
り
、
御
幣
の
位
置
や
脇
に
小
さ
な
座
敷
が
あ
る
事
な
ど
、
文
章
を
補
足
す
る
見
聞
を
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描
い
た
。
詳
し
い
観
察
か
ら
、
充
真
院
が
本
社
の
内
部
に
と
て
も
興
味
を
も
っ
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
は
公
方
様
が
参
詣
す
る
卯
の
日
で
あ
っ
た
為
、
充
真
院
が
参
拝
を
終
え
て
本
社
を
退
出
す
る
際
に
、
大
勢
の
見
物
人
が
本
社
の
周
囲
に
集
ま
っ
て
い
た
。
境
内
に
大
勢
の
人
々
が
い
る
中
を
充
真
院
一
行
は
参
詣
を
続
け
た
。
充
真
院
は
本
社
と
同
様
に
、
他
の
社
殿
に
も
注
目
し
て
観
察
し
て
い
る
。
「
四
社
と
も
同
し
作
な
か
ら
、
二
社
目
は
少
し
御
宮
ち
い
さ
き
様
に
覚
へ
、
跡
は
又
ち
い
さ
く
て
わ
き
の
座
敷
は
無
か
と
覚
ゆ
、
跡
二
社
は
な
ら
ひ
有
と
覚
ゆ
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
殿
を
見
較
べ
て
い
る
。
建
物
の
外
観
に
充
真
院
が
関
心
を
寄
せ
て
文
章
に
表
す
こ
と
は
珍
し
い
。
境
内
に
は
他
に
も
神
輿
舎
や
神
楽
所
、
鉾
社
、
そ
の
他
に
も
様
々
な
建
造
物
が
数
多
く
あ
る
が
、
特
記
す
る
ほ
ど
関
心
は
無
く
、
南
側
の
門
を
く
ぐ
り
社
殿
の
あ
る
区
画
か
ら
退
出
し
た
。
門
を
出
て
目
に
し
た
の
は
、
そ
の
両
側
に
松
並
木
が
連
な
り
、
大
小
の
石
灯
籠
が
林
立
す
る
景
観
で
あ
る
。「
両
方
松
な
み
に
て
、
石
と
う
ろ
う
大
小
は
あ
れ
と
も
い
く
つ
と
も
数
知
れ
ぬ
程
有
て
」
と
、
石
灯
籠
が
実
に
た
く
さ
ん
建
て
ら
れ
て
い
る
様
子
を
記
し
て
い
る
。
石
灯
籠
の
並
ぶ
場
所
か
ら
「
そ
り
橋
を
わ
き
に
見
へ
、
左
之
方
へ
行
高
と
う
ろ
う
有
」
と
、
住
吉
大
社
の
建
造
物
の
中
で
も
名
高
い
反
橋
と
、
敷
地
か
ら
離
れ
た
場
所
に
あ
る
当
社
所
縁
の
高
燈
籠
を
目
に
し
た
。
こ
れ
は
出
見
浜
に
そ
び
え
立
つ
高
燈
籠
で
あ
る （９
）。充
真
院
は
高
燈
籠
を
見
に
行
く
こ
と
を
切
望
し
た
。
「
奥
絵
に
も
書
あ
れ
は
夫
を
見
度
と
思
、
浜
江
も
参
り
度
と
い
へ
と
」
と
、
高
燈
籠
が
あ
る
浜
ま
で
行
き
た
い
と
充
真
院
は
御
付
に
言
っ
た
。
自
ら
の
希
望
を
積
極
的
に
御
付
に
表
明
す
る
の
は
充
真
院
と
し
て
は
稀
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
こ
ゝ
よ
り
は
五
町
も
有
、
夫
江
行
は
跡
お
そ
く
成
へ
し
と
て
ゆ
か
す
」
と
、
住
吉
大
社
か
ら
高
燈
籠
が
あ
る
場
所
は
五
町
（
五
四
五
ｍ
）
も
離
れ
て
お
り
、
立
寄
る
と
帰
り
が
遅
く
な
る
の
で
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
一
行
の
主
人
で
あ
る
充
真
院
の
希
望
で
あ
っ
て
も
、
御
付
の
責
任
者
が
行
程
の
都
合
を
判
断
し
て
、
無
理
な
場
合
は
充
真
院
に
理
由
を
伝
え
た
う
え
で
我
慢
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
断
を
下
す
御
付
は
、
御
里
附
重
役
の
大
泉
市
右
衛
門
明
影
で
あ
ろ
う
。
住
吉
大
社
の
見
所
で
あ
る
反
橋
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
「
そ
り
橋
は
亀
井
戸
の
よ
り
も
少
し
大
き
く
と
は
思
ひ
つ
れ
と
、
廻
り
の
け
し
き
な
く
、
少
し
の
池
に
て
む
さ
く
思
ふ
」
と
、
か
つ
て
江
戸
（61）60 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
の
亀
戸
天
神
で
見
た
反
橋
を
思
い
出
し
て
比
較
し
、
住
吉
大
社
の
反
橋
は
そ
の
周
囲
の
景
色
に
見
る
べ
き
所
が
無
く
、
小
さ
な
池
が
あ
る
だ
け
で
む
さ
く
る
し
い
と
、
た
い
へ
ん
手
厳
し
い
感
想
を
漏
ら
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
江
戸
風
を
最
上
と
す
る
充
真
院
の
傾
向
が
表
れ
た
感
想
で
あ
る
。
充
真
院
の
審
美
眼
に
叶
わ
な
か
っ
た
か
の
よ
う
な
反
橋
で
あ
る
が
、
反
橋
を
石
灯
籠
と
松
並
木
と
門
を
背
景
に
挿
絵
（
図
８
）
を
描
い
て
い
る （
）。
し
か
も
、
紙
面
の
ス
ペ
ー
ス
を
大
き
く
と
り
、
か
つ
丁
寧
に
描
い
た
堂
々
た
る
挿
絵
で
あ
る
。
反
橋
は
充
真
院
に
と
っ
て
絵
心
を
駆
り
立
て
る
対
象
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
反
橋
に
対
す
る
充
真
院
の
辛
口
な
感
想
は
、
そ
の
直
前
に
高
燈
籠
の
見
物
を
希
望
し
た
が
断
念
さ
せ
ら
れ
た
た
め
、
不
機
嫌
で
あ
っ
た
た
め
か
も
知
れ
な
い
。
住
吉
大
社
を
あ
と
に
し
て
、
休
憩
地
と
し
て
予
定
し
て
い
る
難
波
屋
に
向
か
う
た
め
参
道
を
進
ん
だ
。
参
道
は
石
灯
籠
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
お
り
、
そ
の
様
子
を
「
石
と
う
ろ
う
は
二
・
三
丁
も
つ
ゝ
き
た
ち
て
有
か
と
思
ふ
を
行
て
」
と
充
真
院
は
記
し
て
い
る
。
通
行
す
る
途
中
に
住
吉
大
社
に
向
か
う
公
方
様
の
御
成
の
行
列
が
や
っ
て
く
る
こ
と
を
知
り
、
横
道
に
逸
れ
て
駕
籠
の
中
か
ら
充
真
院
は
公
方
様
を
見
た
。
「
馬
上
に
て
随
分
り
つ
は
成
供
廻
り
に
て
、
十
人
計
も
と
を
り
申
候
」
と
御
成
の
様
子
を
観
察
し
た
。
日
頃
、
充
真
院
は
通
行
の
折
に
庶
民
か
ら
注
目
さ
れ
る
立
場
で
あ
る
が （
）、
片
（62） 59日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
図8 住吉大社の反橋
や
公
方
様
の
御
成
を
知
る
と
、
礼
を
逸
し
な
い
よ
う
に
気
遣
い
な
が
ら
も
眺
め
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
好
奇
心
旺
盛
な
充
真
院
ら
し
い
ひ
と
こ
ま
で
あ
る
。
難
波
屋
は
庭
一
面
に
四
方
に
笠
の
よ
う
に
広
が
る
笠
松
が
有
名
で
あ
る （
）。
充
真
院
は
建
物
と
笠
松
の
様
子
を
挿
絵
（
図
９
）
に
描
い
た
。
四
方
に
広
が
る
枝
を
柄
柱
で
支
え
て
い
る
特
徴
あ
る
形
状
を
、
充
真
院
は
簡
素
な
筆
致
な
が
ら
も
的
確
に
描
き
留
め
て
い
る
。
「
奥
の
中
二
階
よ
り
松
見
物
し
て
」
と
あ
る
の
で
、
挿
絵
は
奥
の
建
物
の
中
二
階
か
ら
庭
を
見
下
ろ
し
て
眺
め
た
様
子
を
描
い
た
の
で
あ
ろ
う （
）。
難
波
屋
で
は
「
皆
は
や
は

や
う
成
物
を
た
へ
候
へ
と
も
、
少
し
き
た
な
き
様
に
見
へ
し
か
は
た
へ
す
か
へ
り
ぬ
」
と
、
牡
丹
が
少
し
不
衛
生
そ
う
に
見
え
た
た
め
充
真
院
ら
は
食
べ
な
か
っ
た
。
難
波
屋
を
出
て
か
ら
、
他
の
茶
屋
に
立
寄
り
食
事
と
お
酒
を
摂
っ
た
。
こ
の
茶
屋
で
次
の
間
に
控
え
て
い
た
御
付
の
砂
野
や
初
に
茶
屋
の
女
房
ら
と
会
話
を
さ
せ
て
大
坂
の
様
子
を
尋
ね
さ
せ
た
り
、
充
真
院
が
宴
会
が
終
わ
っ
た
後
の
座
敷
を
見
せ
て
も
ら
い
、
質
素
と
い
う
よ
り
吝
嗇
と
い
う
の
が
相
応
し
い
大
坂
人
気
質
を
目
の
当
た
り
に
し
た （
）。
茶
屋
を
出
て
か
ら
日
本
橋
に
到
着
し
た
の
は
六
つ
時
（
午
後
六
時
）
を
過
ぎ
て
い
た
。
船
で
内
藤
家
の
大
坂
屋
敷
の
前
に
到
着
し
た
の
は
、
夜
四
つ
半
時
（
午
後
十
一
時
）
頃
で
、
門
前
に
家
中
の
者
が
箱
提
灯
を
灯
し
て
出
迎
え
て
く
れ
た
。
よ
う
や
く
、
一
日
が
か
り
の
寺
社
参
詣
の
外
出
が
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
（
1）
こ
れ
ら
の
挿
絵
は
全
て
明
大
翻
刻
本
、
四
五
頁
。
（
2）
明
大
翻
刻
本
、
四
四
頁
。
以
下
、
四
天
王
寺
に
関
す
る
引
用
は
全
て
同
頁
。
（
3）
棚
橋
利
光
著
『
四
天
王
寺
史
料
』
（
清
文
堂
史
料
叢
書
・
第
六
六
巻
、
平
成
五
年
）
に
四
天
王
寺
法
事
記
が
収
載
し
て
あ
り
、
そ
の
一
九
三
頁
に
法
楽
の
際
の
舞
台
の
挿
絵
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
第
一
巻
の
一
七
五
～
六
頁
に
舞
台
で
聖
霊
会
の
法
楽
を
催
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
舞
台
の
説
明
に
（63）58 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
図9 難波屋の笠松
つ
い
て
は
同
書
の
一
七
三
頁
に
あ
る
。
現
在
、
石
舞
台
は
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
（
4）
猫
ノ
門
は
『
摂
津
名
所
図
会
』
第
一
巻
の
一
五
〇
頁
に
掲
載
さ
れ
た
四
天
王
寺
伽
藍
図
で
そ
の
位
置
が
確
認
で
き
る
。
こ
の
猫
と
牡
丹
の
彫
刻
は
現
在
も
あ
る
が
、
時
を
経
て
す
っ
か
り
彩
色
が
抜
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
彫
刻
そ
の
も
の
は
、
比
較
的
平
板
な
彫
り
具
合
で
あ
る
。
（
5）
充
真
院
が
「
色
々
見
聞
し
た
る
事
を
笑
ひ
に
書
」
を
作
成
し
て
い
る
時
期
に
猫
を
飼
っ
て
い
た
こ
と
、
そ
の
飼
い
猫
が
夜
に
外
出
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真
院
の
好
奇
心
『
色
々
見
聞
し
た
る
事
を
笑
ひ
に
書
』
を
素
材
と
し
て
（
１
）」（『
城
西
経
済
学
会
誌
』
第
三
四
巻
、
平
成
二
十
年
）
十
八
頁
で
紹
介
し
た
。
以
下
、
当
論
文
を
注
記
す
る
場
合
、
拙
稿
「
好
奇
心（
１
）」
と
略
記
す
る
。
（
6）
亀
井
に
つ
い
て
は
、
『
摂
津
名
所
図
会
』
第
一
巻
の
一
八
二
頁
や
『
四
天
王
寺
史
料
』
の
三
一
頁
に
あ
る
。
現
在
は
、
亀
の
背
中
か
ら
水
が
出
る
仕
掛
け
で
は
な
い
。
供
養
し
た
い
人
の
戒
名
を
札
に
記
し
て
水
中
に
浸
し
て
い
る
。
（
7）
住
吉
大
社
を
描
い
た
図
と
し
て
は
秋
里
籬
島
著
『
住
吉
名
勝
図
会
』（
版
本
地
誌
大
系
18、
臨
川
書
店
、
平
成
十
年
）、
二
二
～
七
頁
が
詳
し
い
。
こ
の
図
に
描
か
れ
た
様
子
を
基
に
し
な
が
ら
、
充
真
院
が
入
場
し
た
経
路
を
推
測
し
た
。
な
お
、
住
吉
大
社
に
つ
い
て
は
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
之
二
（
柳
原
書
店
、
昭
和
五
十
一
年
）
の
二
六
～
五
二
頁
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
8）
明
大
翻
刻
本
、
四
六
頁
。
以
下
の
住
吉
大
社
に
関
す
る
引
用
、
お
よ
び
当
社
を
退
出
し
て
か
ら
の
参
道
に
関
す
る
引
用
も
、
特
記
な
き
限
り
同
頁
か
ら
で
あ
る
。
（
9）
反
橋
に
つ
い
て
は
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
之
二
の
三
四
頁
と
五
一
～
二
頁
に
記
述
が
あ
る
。
反
橋
と
高
燈
籠
が
当
時
の
住
吉
大
社
の
景
物
で
あ
っ
た
と
い
う
。
高
燈
籠
に
つ
い
て
は
右
同
書
の
五
三
頁
に
記
述
が
あ
る
。
夜
間
に
船
が
方
角
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
際
に
、
住
吉
大
社
に
祈
る
と
高
燈
籠
が
煌
々
と
輝
き
を
増
す
と
い
う
伝
え
が
あ
っ
た
。
『
摂
津
名
所
図
会
』
第
一
巻
の
六
五
頁
に
は
出
見
浜
に
築
か
れ
た
高
燈
籠
の
姿
が
挿
絵
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
（
10）
反
橋
と
石
灯
籠
や
松
並
木
な
ど
を
描
い
た
挿
絵
は
、
明
大
翻
刻
本
の
四
七
頁
で
あ
る
。
（
11）
充
真
院
が
通
行
の
際
に
人
々
か
ら
注
目
さ
れ
る
立
場
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
２
）」
の
一
～
四
頁
で
ふ
れ
た
。
（
12）
難
波
屋
の
笠
松
に
つ
い
て
は
『
摂
津
名
所
図
会
大
成
』
其
之
二
の
五
六
頁
と
五
八
頁
に
記
述
が
あ
る
。
（
13）
難
波
屋
に
つ
い
て
は
明
大
翻
刻
本
の
四
七
頁
に
説
明
、
四
八
頁
に
挿
絵
が
あ
る
。
（
14）
こ
の
茶
屋
で
御
付
と
店
の
女
房
が
会
話
し
た
様
子
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
関
心
と
人
物
像（
２
）」
の
二
八
頁
で
ふ
れ
た
。
五
二
度
目
の
大
坂
寺
社
参
詣
後
に
充
真
院
は
、
文
久
三
年
四
月
二
十
八
日
に
訪
れ
た
寺
社
の
（64） 57日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
う
ち
三
箇
所
を
、
再
び
参
詣
す
る
機
会
を
得
た
。
そ
れ
は
元
治
二
年
（
一
八
六
五
）
四
月
十
五
日
で
、
充
真
院
が
延
岡
か
ら
江
戸
屋
敷
に
転
居
す
る
旅
の
途
中
で
、
大
坂
屋
敷
に
再
び
滞
在
し
た
時
の
こ
と
で
あ
る
。
充
真
院
は
そ
の
様
子
を
「
海
陸
返
り
咲
こ
と
は
の
手
拍
子
」
に
記
し
て
い
る
。
二
度
目
の
大
坂
寺
社
参
詣
は
、
「
天
王
寺
辺
見
物
に
参
る （１
）」
と
い
う
も
の
で
、
四
天
王
寺
周
辺
の
町
を
見
物
し
て
か
ら
、
高
津
宮
と
四
天
王
寺
、
天
満
天
神
を
訪
れ
た
。
四
天
王
寺
を
参
詣
し
た
後
に
、
天
満
天
神
に
向
か
う
途
中
で
大
坂
城
を
眺
め
た （２
）。
訪
れ
た
寺
社
の
数
は
二
年
前
に
大
坂
の
寺
社
を
参
詣
し
た
時
よ
り
も
少
な
く
半
分
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
海
陸
返
り
咲
こ
と
は
の
手
拍
子
」
に
は
、
屋
敷
か
ら
参
詣
地
に
至
る
経
路
を
推
察
で
き
る
手
が
か
り
や
、
同
行
者
に
関
す
る
記
載
が
無
い
。
し
た
が
っ
て
、
参
詣
地
と
休
憩
地
の
行
動
と
見
聞
を
追
え
る
だ
け
で
あ
る
が
、
以
下
に
示
し
て
お
こ
う
。
久
し
ぶ
り
の
高
津
宮
は
「
御
堂
之
内
は
し
か
と
此
前
之
事
覚
へ
ぬ
故
、
上
り
て
拝
さ
は
や
と
思
て
」
と
、
御
堂
本
殿
の
内
部
の
様
子
に
つ
い
て
は
先
に
参
詣
し
た
時
の
こ
と
を
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
な
い
の
で
、
今
回
は
御
堂
に
上
り
参
拝
し
た （３
）。
実
は
以
前
訪
れ
た
折
に
、
充
真
院
は
御
堂
の
形
状
を
見
て
江
戸
の
仕
様
と
異
な
る
と
感
想
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
外
観
を
目
に
し
て
い
る
も
の
の
、
御
堂
に
は
上
が
ら
ず
外
か
ら
伏
し
拝
ん
で
い
た
。
忘
れ
た
の
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
御
堂
に
は
上
が
っ
て
い
な
い
の
で
記
憶
に
無
い
の
で
あ
る
。
充
真
院
は
上
り
段
の
仕
様
に
心
を
ひ
か
れ
た
。
「
内
よ
り
上
り
段
を
出
し
付
る
と
前
の
石
に
は
さ
む
と
上
の
方
切
く
み
有
、
ゑ
ん
に
あ
ふ
な
く
無
様
に
す
は
り
よ
く
出
来
有
」
と
、
縁
に
安
全
の
為
に
工
夫
を
施
し
て
い
る
様
子
に
た
い
へ
ん
感
心
し
、
挿
絵
（
図
10）
も
描
い
て
い
る
。
上
り
段
の
工
夫
に
注
目
し
た
の
は
、
日
頃
か
ら
好
奇
心
豊
か
で
生
活
の
知
恵
や
工
夫
に
広
く
関
心
を
寄
せ
る
充
真
院
だ
か
ら
こ
そ
と
い
え
よ
う （４
）。
本
堂
の
内
陣
は
あ
ま
り
広
く
な
く
、
充
真
院
は
二
間
四
方
と
目
測
し
て
い
る
。
本
堂
は
仁
徳
天
皇
を
御
祀
り
し
て
お
り
、
こ
こ
で
（65）56 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
図10 高津宮の工夫した石段
数
々
の
お
供
え
と
幣
束
を
目
に
し
た
。
さ
ら
に
、
充
真
院
は
拝
殿
の
脇
に
あ
る
神
楽
殿
と
金
を
張
っ
た
や
、
そ
の
反
対
側
の
茶
屋
も
目
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
茶
屋
に
は
立
寄
ら
な
か
っ
た
。
な
お
、
「
石
之
穴
よ
り
御
覧
た
る
と
の
石
、
木
之
先
に
有
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
が
、
何
を
指
す
の
か
不
明
で
あ
る
。
見
晴
ら
し
の
地
と
し
て
著
名
な
高
津
宮
は
境
内
の
北
西
に
遠
眼
鏡
が
備
え
て
あ
り
展
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
充
真
院
は
ふ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
後
、
参
詣
を
終
え
て
御
門
を
出
て
い
る
。
二
回
目
の
参
詣
は
、
前
回
の
参
詣
で
は
行
わ
な
か
っ
た
本
殿
で
の
正
式
参
拝
を
実
現
し
た
り
、
以
前
の
参
詣
の
際
に
関
心
を
寄
せ
た
事
物
と
は
異
な
る
事
柄
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
二
回
目
の
高
津
宮
参
詣
は
、
先
の
見
聞
を
補
う
目
的
と
視
点
で
境
内
を
散
策
し
た
と
い
え
よ
う
。
次
の
参
詣
地
で
あ
る
四
天
王
寺
で
は
、
一
ノ
鳥
居
と
西
門
を
通
っ
て
御
門
を
く
ぐ
り
、
廻
廊
か
ら
五
重
塔
を
眺
め
た
。
一
ノ
鳥
居
と
は
境
内
の
西
側
中
程
に
あ
る
石
鳥
居
の
こ
と
で
あ
り
、
先
の
参
拝
と
は
異
な
る
経
路
で
境
内
に
入
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
御
堂
金
堂
に
上
っ
て
拝
み
、
締
め
切
り
の
格
子
を
覗
き
阿
弥
陀
仏
が
安
置
し
て
あ
る
様
子
を
確
認
し
て
い
る
。
五
重
塔
に
も
上
っ
て
拝
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、
僧
侶
た
ち
が
や
っ
て
き
て
充
真
院
ら
の
額
に
御
印
を
捺
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
幸
運
に
も
恵
ま
れ
た
。
先
に
訪
れ
た
際
に
参
拝
し
た
太
子
堂
は
焼
失
し
て
、
仮
御
堂
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。
「
此
前
拝
し
色
々
縁
起
聞
し
事
故
、
永
く
も
成
故
、
上
り
口
外
よ
り
拝
し
」
と
、
か
つ
て
参
拝
し
た
時
に
御
堂
に
上
が
っ
て
拝
み
、
縁
起
も
聞
い
て
い
る
の
で
、
今
回
は
入
り
口
の
外
か
ら
拝
ん
だ （５
）。
そ
の
他
に
「
何
様
哉
幾
度
も
拝
し
候
け
れ
は
い
く
つ
有
し
や
わ
す
れ
候
」
と
境
内
に
あ
る
御
堂
を
い
く
つ
も
参
拝
し
た
が
、
そ
の
数
は
忘
れ
た
と
い
う
。
他
の
御
堂
に
つ
い
て
、
充
真
院
は
関
心
を
寄
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
所
々
あ
る
き
見
し
な
れ
は
又
わ
す
れ
候
」
と
続
い
て
お
り
、
境
内
の
あ
ち
こ
ち
を
見
て
歩
い
た
為
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
境
内
が
広
く
様
々
な
建
造
物
が
あ
る
の
で
、
い
た
し
か
た
な
い
と
い
え
よ
う
。
一
方
、
興
味
の
あ
る
事
物
に
関
し
て
は
、
充
真
院
は
し
っ
か
り
と
書
き
留
め
て
い
る
。
そ
れ
は
織
殿
で
あ
る
。
織
殿
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
「
山
門
の
向
に
て
錦
も
見
れ
と
」
と
山
門
の
向
い
に
あ
る
と
記
し
て
い
る
。
以
前
訪
れ
た
際
に
は
、
織
殿
は
鐘
楼
の
向
い
の
廻
廊
内
に
あ
る
と
文
章
と
挿
絵
で
書
き
留
め
て
い
た
。
二
年
の
間
に
織
殿
の
場
所
が
移
転
し
た
よ
う
で
あ
る
。
織
殿
は
「
此
節
は
（66） 55日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
あ
ま
り
織
不
申
と
て
、
少
々
計
あ
れ
と
も
よ
き
か
た
の
切
は
無
」
と
、
近
年
は
あ
ま
り
錦
を
織
っ
て
お
ら
ず
、
少
し
ば
か
り
あ
っ
た
も
の
の
充
真
院
が
良
い
と
思
う
品
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
「
少
々
計
整
て
」
と
少
し
分
け
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
、
戻
っ
て
御
堂
を
拝
ん
で
か
ら
池
で
先
に
参
拝
し
た
時
と
同
様
に
「
鯉
・
亀
に
お
く
わ
し
を
遣
し
」
と
鯉
と
亀
に
御
菓
子
を
と
し
て
与
え
、
石
橋
を
渡
っ
て
か
ら
東
門
に
向
か
い
退
出
し
た （６
）。二
度
目
の
四
天
王
寺
の
参
拝
は
時
間
の
余
裕
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
以
前
よ
り
も
丁
寧
に
境
内
を
め
ぐ
り
、
あ
ち
こ
ち
の
御
堂
を
数
多
く
参
拝
で
き
た
。
か
つ
て
参
拝
し
た
御
堂
を
訪
れ
る
際
に
は
参
拝
方
法
を
簡
略
に
し
た
。
前
回
は
初
め
て
訪
れ
た
四
天
王
寺
で
珍
し
い
事
物
に
心
奪
わ
れ
る
こ
と
が
勝
っ
て
い
た
が
、
二
度
目
に
は
じ
っ
く
り
と
拝
む
こ
と
を
主
に
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
先
に
訪
れ
た
際
に
目
に
と
め
た
猫
と
牡
丹
の
彫
刻
に
つ
い
て
は
二
度
目
の
参
詣
で
は
ふ
れ
て
い
な
い
が
、
池
の
鯉
や
亀
に
を
与
え
た
り
、
織
殿
で
錦
を
入
手
す
る
な
ど
の
楽
し
み
は
二
度
目
の
参
拝
で
も
行
な
っ
て
い
る
。
ゆ
と
り
の
あ
る
参
詣
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
四
天
王
寺
の
境
内
の
主
要
な
建
造
物
を
描
き
こ
ん
だ
境
内
図
を
旅
日
記
の
見
開
き
に
挿
絵
（
図
11）
と
し
て
描
い
た （７
）。
こ
の
挿
絵
は
境
内
の
西
側
か
（67）54 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
図11 四天王寺境内
ら
俯
瞰
図
と
し
て
描
き
、
立
体
感
が
あ
る
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
の
特
徴
を
巧
み
に
つ
か
ん
だ
見
事
な
描
き
ぶ
り
で
あ
る
。
描
か
れ
た
建
造
物
の
配
置
の
正
確
さ
は
、
充
真
院
が
二
度
目
の
参
詣
で
、
境
内
の
配
置
を
十
分
に
理
解
し
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
初
回
の
参
詣
で
配
置
の
概
観
を
把
握
し
、
さ
ら
に
二
回
目
に
境
内
の
あ
ち
こ
ち
を
歩
き
ま
わ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
配
置
を
正
し
く
把
握
で
き
た
の
で
あ
る
。
挿
絵
に
描
か
れ
た
の
は
、
境
内
の
西
側
に
あ
る
西
門
と
石
鳥
居
、
中
央
の
廻
廊
と
そ
の
内
側
に
あ
る
仁
王
門
・
五
重
塔
・
金
堂
・
講
堂
、
南
東
に
あ
る
太
子
堂
と
そ
の
周
囲
の
建
造
物
、
さ
ら
に
北
側
に
あ
る
池
と
舞
台
・
六
時
堂
・
東
門
な
ど
で
あ
る
。
以
前
訪
れ
た
時
に
あ
っ
さ
り
と
し
た
略
図
で
描
い
た
同
じ
対
象
を
、
よ
り
詳
し
く
描
き
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
絵
心
の
あ
る
充
真
院
に
と
っ
て
、
二
度
目
の
参
詣
で
描
い
た
挿
絵
は
い
わ
ば
完
成
図
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い （８
）。
こ
の
挿
絵
は
二
度
目
の
四
天
王
寺
参
詣
の
大
き
な
収
穫
と
い
え
よ
う
。
充
真
院
に
と
っ
て
、
前
回
よ
り
も
納
得
が
行
く
境
内
の
挿
絵
を
描
き
あ
げ
る
こ
と
も
、
再
度
の
四
天
王
寺
参
詣
の
目
的
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
四
天
王
寺
参
詣
を
終
え
た
充
真
院
一
行
は
、
茶
屋
で
食
事
を
し
た
後
、
八
つ
半
（
午
後
三
時
）
頃
に
茶
屋
を
あ
と
に
し
て
、
大
坂
城
の
外
観
を
眺
め
て
い
る
。
「
御
城
辺
を
見
、
江
戸
よ
り
も
御
や
く
ら
抔
は
多
様
に
見
へ
」
と
、
充
真
院
は
大
坂
城
に
は
江
戸
城
よ
り
も
櫓
が
多
く
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る （９
）。
そ
れ
か
ら
天
満
天
神
に
参
詣
し
た
が
、
「
少
々
気
分
悪
く
見
物
に
出
し
が
其
心
も
な
く
て
帰
り
」
と
、
充
真
院
は
体
調
不
良
と
な
っ
た
た
め
見
物
を
断
念
し
て
帰
宅
を
余
儀
な
く
さ
れ
た （
）。
二
度
目
の
大
坂
寺
社
参
詣
は
こ
う
し
て
終
了
し
た
の
で
あ
る
。
（
1）
明
大
翻
刻
本
、
一
四
三
頁
。
（
2）
大
坂
城
と
天
満
橋
の
挿
絵
は
明
大
翻
刻
本
、
一
四
七
頁
で
あ
る
。
（
3）
二
度
目
の
高
津
宮
参
詣
に
つ
い
て
は
明
大
翻
刻
本
、
一
四
三
頁
。
以
下
、
高
津
宮
に
関
す
る
引
用
、
お
よ
び
挿
絵
は
全
て
同
頁
で
あ
る
。
（
4）
充
真
院
が
好
奇
心
豊
か
な
人
物
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
好
奇
心（
１
）」
と
「
同（
２
）」（『
城
西
大
学
経
済
経
営
紀
要
』
第
二
七
巻
、
平
成
二
十
一
年
）
で
ふ
れ
た
。
（
5）
明
大
翻
刻
本
、
一
四
三
頁
。
以
下
、
二
度
目
の
四
天
王
寺
参
詣
に
関
す
る
引
用
は
、
特
記
無
き
限
り
同
頁
で
あ
る
。
（
6）
明
大
翻
刻
本
、
一
四
五
頁
。
（
7）
明
大
翻
刻
本
、
一
四
四
～
五
頁
。
（
8）
充
真
院
に
絵
心
が
あ
る
こ
と
は
、
拙
稿
「
日
向
国
延
岡
藩
内
藤
充
真
院
の
旅
日
記
か
ら
見
る
関
心
と
人
物
像
「
五
十
三
次
ね
（68） 53日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
む
り
の
合
の
手
」
を
素
材
と
し
て
（
１
）」（『
城
西
大
学
経
済
経
営
紀
要
』
第
三
〇
巻
、
平
成
二
十
四
年
）
の
七
～
十
四
頁
に
、
旅
日
記
に
記
し
た
数
々
の
挿
絵
を
説
明
し
な
が
ら
ふ
れ
た
。
（
9）
明
大
翻
刻
本
、
一
四
六
頁
。
（
10）
同
右
。
お
わ
り
に
充
真
院
の
大
坂
寺
社
参
詣
の
様
子
を
再
現
し
な
が
ら
検
討
し
て
き
た
。
江
戸
時
代
の
人
々
は
信
仰
心
が
深
く
、
充
真
院
も
そ
の
例
に
違
わ
な
い
。
寺
社
を
訪
れ
た
際
に
、
伏
し
拝
む
と
い
う
よ
う
に
礼
を
尽
く
し
た
態
度
で
あ
り
、
さ
ら
に
拝
殿
や
御
堂
に
上
が
っ
て
正
式
参
拝
も
行
な
っ
て
い
る
。
信
仰
が
根
底
に
あ
る
も
の
の
、
初
め
て
の
大
坂
寺
社
参
詣
は
、
名
所
と
し
て
名
高
い
寺
社
を
多
く
訪
れ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
娯
楽
の
要
素
が
強
か
っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
信
仰
に
関
わ
る
建
造
物
そ
の
も
の
に
対
す
る
興
味
は
、
住
吉
大
社
以
外
で
は
さ
ほ
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
本
尊
を
は
じ
め
と
す
る
仏
像
に
対
し
て
も
、
詳
細
な
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。
唯
一
、
新
清
水
寺
で
本
尊
を
模
し
た
楽
焼
の
小
さ
な
像
を
入
手
し
た
く
思
っ
た
が
、
壊
れ
て
は
困
る
と
思
い
案
外
と
あ
っ
さ
り
あ
き
ら
め
、
そ
の
代
わ
り
に
御
守
御
影
を
入
手
し
て
お
り
、
執
着
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
充
真
院
が
寺
社
内
の
珍
し
い
事
物
に
心
を
ひ
か
れ
て
い
る
様
子
が
多
々
窺
が
わ
れ
る
。
特
に
、
四
天
王
寺
で
池
の
鯉
や
亀
に
を
与
え
た
り
、
門
に
施
し
た
猫
と
牡
丹
の
彫
刻
、
亀
の
形
の
石
な
ど
、
生
き
物
に
関
す
る
事
物
に
心
を
寄
せ
て
楽
し
ん
だ
様
子
が
見
ら
れ
た
。
四
天
王
寺
で
は
織
殿
の
内
部
を
見
物
し
た
く
思
い
、
そ
の
望
み
は
自
分
の
視
力
の
支
障
か
ら
あ
き
ら
め
た
も
の
の
、
錦
を
分
け
て
も
ら
い
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
住
吉
大
社
と
所
縁
が
あ
る
も
の
の
境
内
か
ら
離
れ
た
浜
辺
に
あ
る
高
燈
籠
を
見
に
行
く
こ
と
を
切
望
し
た
よ
う
に
、
参
拝
そ
の
も
の
と
は
異
な
る
建
造
物
に
強
く
興
味
を
示
し
た
。
ま
た
、
一
心
寺
や
難
波
屋
の
松
な
ど
、
名
木
を
見
る
こ
と
も
楽
し
み
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。
新
清
水
寺
の
滝
や
一
心
寺
に
隣
接
す
る
茶
臼
山
な
ど
、
滝
や
山
な
ど
自
然
の
景
観
に
も
心
を
寄
せ
て
い
た
。
寺
社
参
詣
の
間
に
立
寄
っ
た
茶
屋
で
は
接
待
女
や
女
将
ら
と
交
流
を
楽
し
ん
だ
。
茶
屋
は
疲
れ
を
癒
し
な
が
ら
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
を
す
ご
し
た
り
、
茶
屋
の
人
々
か
ら
話
を
聞
い
て
大
坂
人
の
気
質
を
知
り
、
実
感
を
得
る
恰
好
の
場
所
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
（69）52 日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
茶
屋
で
は
座
敷
を
見
物
し
て
、
間
取
り
を
よ
く
観
察
し
て
い
る
。
間
取
り
は
充
真
院
の
関
心
事
の
一
つ
で
あ
り
、
大
坂
屋
敷
に
到
着
す
る
以
前
の
道
中
で
立
寄
っ
た
休
憩
地
で
も
屋
敷
内
の
間
取
り
を
見
せ
て
も
ら
い
、
度
々
間
取
り
図
を
描
い
て
い
る
。
大
坂
滞
在
中
も
大
坂
屋
敷
の
簡
単
な
間
取
り
図
と
住
吉
大
社
の
一
之
神
殿
の
間
取
り
図
を
描
い
た
。
充
真
院
の
初
め
て
の
大
坂
寺
社
参
詣
は
、
信
仰
に
直
接
関
す
る
参
拝
を
欠
か
さ
ず
行
い
な
が
ら
、
初
め
て
の
土
地
で
珍
し
い
事
物
に
出
会
い
、
見
聞
す
る
こ
と
に
楽
し
み
を
見
出
し
て
い
た
と
い
え
る
。
娯
楽
が
少
な
い
当
時
に
お
い
て
、
さ
ら
に
自
由
に
外
出
す
る
機
会
が
乏
し
い
大
名
家
の
家
族
の
一
員
と
し
て
、
寺
社
を
訪
れ
る
と
い
う
こ
と
は
珍
し
い
事
物
を
見
聞
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
り
、
楽
し
み
で
あ
っ
た
。
行
程
の
都
合
や
充
真
院
自
身
の
体
調
の
面
か
ら
希
望
を
叶
え
ら
れ
ず
、
残
念
な
思
い
も
少
々
味
わ
っ
た
が
、
大
坂
で
の
寺
社
参
詣
は
長
旅
の
過
程
で
気
晴
ら
し
に
な
っ
た
。
未
知
の
地
で
初
め
て
目
に
す
る
名
高
い
数
々
の
寺
社
と
そ
の
事
物
は
、
充
真
院
の
知
的
関
心
・
好
奇
心
を
十
分
に
満
た
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。
二
度
目
の
大
坂
寺
社
参
詣
は
、
以
前
訪
れ
た
地
の
中
か
ら
充
真
院
の
希
望
を
聞
い
て
選
定
し
た
と
思
わ
れ
る
。
実
質
的
に
は
高
津
宮
と
四
天
王
寺
の
み
で
の
参
拝
と
な
っ
た
が
、
拝
殿
や
御
堂
に
あ
が
り
丁
寧
に
参
拝
し
た
。
四
天
王
寺
は
拝
ん
だ
御
堂
が
多
す
ぎ
て
そ
の
数
を
忘
れ
た
も
の
の
、
前
回
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
御
堂
を
め
ぐ
っ
た
様
子
が
窺
が
え
る
。
そ
し
て
、
初
回
の
参
詣
で
描
い
た
よ
り
も
見
事
な
挿
絵
を
完
成
さ
せ
た
。
拝
む
こ
と
以
外
に
も
、
充
真
院
は
高
津
宮
の
上
り
段
の
工
夫
さ
れ
た
仕
様
に
感
心
し
た
り
、
四
天
王
寺
の
織
殿
で
錦
を
入
手
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
た
り
と
、
自
ら
の
関
心
事
を
楽
し
ん
で
い
る
。
二
度
目
の
参
詣
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
特
に
関
心
が
深
い
事
物
以
外
は
初
回
と
あ
ま
り
重
複
し
な
い
。
前
回
を
補
足
す
る
視
点
で
二
度
目
の
見
聞
を
行
い
、
「
海
陸
返
り
咲
こ
と
は
の
手
拍
子
」
に
し
た
た
め
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。充
真
院
に
と
っ
て
大
坂
寺
社
参
詣
は
、
神
仏
に
対
す
る
信
仰
心
に
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
好
奇
心
を
満
た
す
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
あ
り
、
娯
楽
の
機
会
で
あ
っ
た
。
同
時
に
名
所
を
実
際
に
訪
れ
て
見
聞
す
る
、
貴
重
な
知
的
体
験
の
場
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
（70） 51日向国延岡藩内藤充真院の大坂寺社参詣
